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_ 人工 テル ル 化 銅 の 題 微 鏡 的 性 質 
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= | 
ー テ ルル 化 鋼 の 合成 に 就 て は 。, Pea.  O'#EKB A. 126 年 Berveliue 1 
| (SF C2 AL, BRO ie HIRE LD HED G 
3 DIS, その 後 1868 年 , Parkman 氏 は テル ル を HARROD 溶液 中 に 4~5 ; 
a epi #08 し て , 組成 CuaTes IES ROMA, H LEON Y (TARO 
Madu, Cle に 癌 する 黒色 粉末 を 得 と 記載 せる も , これ ら は 果して 一 
4 OLEH 0 LSBU DIE OF 
MOI LOHR Mangotct BME 7% LOIRE EH ARAL ae 
: s CuTe を 得 , Brauner $ t2PRARA A HP I-C, GNC 7 v1 OFA el と て を 
を 得 た oe ee De 


ee 1) I. J. Berzelius, ate coe Ann. 8 8 CBE), p. 411. 
2) T. Parkman, Am. J. Sci, II, 33, (1868), p. 330. 
3) J. Margottet, Comp. Rend,, 34 C1877), 1298. 
ies; 4): B. Brauner, Jour. Chem, Soc, 55 (1899), 382. 
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Das 
然 れ ども この 種 の 研究 中 最も 詳細 な る ぁ は , APA TEL OF 
滞在 中 の も の に し て , 氏 に 擦れ ば , 銅 と テル ル と の 二 成 分 系 中 に は CugTes 
及び CusTe の 二 種 の 化合 物 を 有 し , 四 三 テル ァ 化 銅 即 も Cu4Tes (Cu89.92 


2) は 365°C を 界 に 二 像 を 成 し , その 低温 種 < CuzTes は , 2% 365°C 以上 


に 熱 す れ ば , OVER PRB UT BCusTes と な め , 更 に 623°C に 於 て incon- 
gruent melting を 開始 し ,CuzTe を 主 と す る 固 深田 と , Teor, sCtue,7 76 DiI 
ょ に 分 見 す 。 ZICBEUT Fv (EI —GABY  CugTe (Cu'd9.9% id, 351°C 
及び 887°C BRL UT, 0 B 7 DEIR L, 855°C (IA THAT 22 EB, 


着 し 余分 の テル ル あ れ ば その 組成 ほ ヾ CussTess LAE T BS CZ BNE 


と ょ 成 し , TORE, o~B i CugTes OREBBt 334°C SCIPS tH 
bBo i 

この 外 Tibbals SCL RAR AVAIL Nao'Te 及び Na (Tes と 共に 熱し 
て , を それぞれ CuTe 及び Cugles を 得 た り と 記し , 水溶 液 中 より テル 化 鋼 
の 生ずる 場合 を 示せ 0。 | 


DV Ee BES 2 WORSE Sdric SRL F rr LOWS NA, 
851°C 887°C 


Cu, Te O Zz B = Tere te 
3865°G 
Cu,zTes 64 = B ee eee le Ce 近 重 
CuTe. Parkman, Tibbals, Margottet, Brauner 


CusTes・-» Parkman, Tibbals 


| ORAZ UT, この う も 始め の 雨 化合 物 は , 容易 に を れ ら の 成分 に 相 夫 する 


融 鏡 よめ り 上品 出 し , Cu: Te Ss RRB MRO IZA, SASH t A t OF 
RAT ROI IK OT, CORAM 6 SIE S, ROM 


1) M. Chikashige, Zeit, :anorg. Chem, 54 (1907), 50. 
2) C. A. Tibbals, J. Am. Chem. Soc., Vol, 31 (1909), 902. 


e. MM に が て は を 鈴 そ れ 6 の 存在 を 示さ ず , 少な く と も その ABMMEI wet a3 
不安 定 な る も の と 認め ざる べから ず , LY SMUT MBE TEER 
Meets 0, WERT: CuaTe また は CuzTes 2, PAHO Tee ORAM 
外 な ら ざ る か すら , REMY GSS BOT. os 
MOT RRC S 7 ARO SN 2 従来 知ら れ た る も の 極 — 
に し て , Hac 1903 年 , Ford が Colorado 州 Vulcan (ch £8 Good 
Hope mine & 0 ERS 4 7 > > BEN rickardite £, 1927 年 同じ 
{ Good Hope mine EGG, Crawford OBRUAREAEF 
BEADS weisite と の 二 種 ある に 過ぎ ず , し か も それ ら は 同 地 以外 に 未だ 全 
RELY 61S, HED CAREY (CHET, rickardite と 認め ら る ヽ ゝ も の な が 湿 
 EEAO MR LOT ATM eM BRO Be 。 
s So CAULRET LAGE ER FBS ies 
Good Hope mine は Colorado 州 の 中 部 Gunnison Co: (cL, Denver & Rio 
Grand 線 S. Tola geo>qfi Jy 18 Me, MiARTR ARACEAE MARC 
SES ZA SMU LARC Uc, Ford Crawford AjKic k rik, HE UCHR X 


i ~ 
x fe YRS, EAC HER EE TCO, 下部 に は 六 池 テル ル pCsylvanite)| テル 1 Se SH — 
3 ; (petzite) 等 と 共に , RAFU EL, HEH? Ci. 重 さ 2 封 度 に 達する レン i = 


4 Vig tas t 
Rota Sa Mit 
io oa 2 ‘eh 


Be AIROMLE BRL CHEF» Rickordite (2 © {vic it じ て 特 有 の 柴 赤 塊 を 成 し, weissite 
| そ 「 は 一 見 petzite IAT SHLEML THI. と の 外 Ford ( pis 2G Cberthierite) m 7 
’ FERAL LER ADC IL YT HF Y a BM Croscolite) 2 Mia 3 \ HAG BUS Pete 
fe S222 Vo 

3) 
右 の うぅ うち, rickardite は Ford D1LBATIE kts, 組成 第 一 表 の 如く 


ee, = CusTes(Cu 40.51, Le 59.49%) (2-2 し , 


1) W. E. Ford, An, J. Sei, IV, 15 (1903), p. 69. 
2) W. P. Crawford, ds, V, 13 (1927, p. 345. 
3) その 探 集 者 T. A. Rickard 氏 に 因 み て 命名 せら る 。 


#4C4) 27 mw me | 線 4 


また weissite は Crawford の 分 株 に よれ ば , 組成 第 二 表 の 如き を 以 て , 氏 は 。 
これ を CusTes な る 新 化 合 物 と 認め た り 。 


第 = # 
oes Tcoug pean ee 2 
Gis | 940-68 NC 40-74 6469 = 4.00 
Te 59.36 59-06 59-21 4737 = 2-93 
ey | ap 100-04 =| 99:87 99:95 | ¥ 
第 = 表 
a ea | I ‘ ae 均 a F tt | 
Ga | 4572 | 45.97 | aba. | 7168S 5-00 
Te 54.05 | 53-89 53-970 | 4233=2.95 
合計 | 99-77 | 99.86 99-815 


ZT OIC KARE F 1 VAGSIBIC 2, 従 來 炊 の 二 種 類 知 ら B 
Rickardite, CuyTe; by Ford. 
Weissite, Cu;'Fe3 by Crawfovd. } 
BD MAIER ROK Li SWE F 1 ALB e RIA TH Eb 
後者 に 相 常 する 化合 物 は , 人 工 的 に は 未だ 記載 を 見 る に 至ら ず 。 
以上 の 5 b, rickardite, 及び weissite は , 共に 電 欺 の 集合 を な し, 結晶 形 を 
知ら る ヽ ゝ に 至ら ず , た ヾ 雨 者 と も Farmham に 探れ ば , ABBE Canis. 
otropic な る を 知ら れ 、 有 且つ その 種々 の 試 華 に 調 す る 反 應 に 開 し , 前 者 に 就 て 
は , Murdoch 氏 , Davy, Farnham jis, Farnhampe gy C & 6, BRIBE 


1) Good Hope #ijill IC LC, ABR HLA te S Louis Weiss 氏 に 因 み て 命名 を 
bBo 

2) C. M. Farnham, Determ, opaque Min., New York 1931. 

3) J. Murdoch, Micr, Determ, opaque Min. New York, 1916. 

4) W. M. Davy, C. M. Farnham, Micr. Examin. Ore Min., New York 1920. 

5) C. M. Farnham, op. cit. 
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は Farnham 氏 に よ ょ つて 記載 せら る ゝ に 過ぎ す , ZCBUTA LS vr (tf 
(CET IE. CugTes が 近 重 民 に よ ょ つて 反射 題 微 鏡 下 に 紫色 柱 基 と 記載 せら 
れ , CuyTe が 同じ く 放 白色 粒 短 と 記載 せら れ た る の み に て , それ 以上 の 習 
質 を 知り 難く , FEOT, 前 記 種 々 な る ぁ る テルル 化 銅 確 と , 人 エエ テルル 化 銅 と の 
開 係 に 就 て は , 選 を 充分 確か め ら る る に 至ら 5 すず 。 

仏 て 筆者 は 先 づ 近 重 氏 の 方 法 に より , CusTes, CuyTe eee 
ML, SOIREE IK BH IR RE PF CEL, その 結果 を , rickard te 及 
weissite (“PIS Salar L HMEL, それ ら の 間 の 開 係 を 推定 せる 結果 , r ckar- 
dite は Cu,Te; OER Bb a Cu4Tes に 一 致し , weissite は Cu。Te を 主 _ 

と する BHP, 最も テル ル に 富める も の の 低温 種 に 一 致す る こと を 知れ 
6, KIM 2.6 OBRINT SL 
AL Cus Te ROUtOMBEE weissite. 
$0.05 gr, F wx 0.05 gr. 即ち Cul 原子 , Te2 RF OHS ICMAPIERC — 
= UA HI 3 mm OME SAE RII, -S- + -—OKIC THIEME, # 
易 に 融け て DERE EO, LerVw URED WML KA. ZRPMET Z 
LBROBHUIGA Ete <, 雨 成 分 は その ま ・ 前 記 の 割合 を 以 て 含ま る ゝ を 
知れ ども , Ze LCR RABE PCBS tlk, 唯一 種 の 物質 より 成る を 
Miso これ 即ち 近 重 氏 の 詳細 に 論じ た る CugTe に UT, 一 見 旋 白 色 均 質 
な れ ど も , 直交 = コル 下 に 非 等 方 質 細 糧 の 集合 より 成る を 常 と す 。 

PRE NA tre WAR TBARS tlk, これ ら の 細 和 粒 と は 開 係 な く , 一 廊 犬 
な る 結晶 粒 の 集合 と 化し , BALE ATA 規則 正しき 労 開 線 に 旨 ぬ か る 。 之 
KOT, この 物質 は 先 づ この 種 の 粗 粒 質 結 晶 の 集合 と し て 黄 出し , COR 
PLD HI COBOBMEI KOT, MMO KES L(A vA A. Bh kL eO 


GARE KO TEND 2D L HER Sh, 且つ 試料 の 或 る も の に 於 て は , 


全然 等 方 質 の 部 分 が , この 労 開 線 に そ ぅ て , 非 等 方 質 細 粒 に の 集合 に 貰 か れ 


本 666 う ご er fe oo re Ce 


OSS HONMIBES SHO (第 彫 右 参照 ) ZCKOT 
HEAT RO & OD, その 後 温度 の 低下 に ょ つて , His ROAD & OB 


化し た る も の と 認 む 可 し 。 


CuyTeg FO RU CugTe( Aq) oR == 2 F OFZ 
Hitt SAAC LY BAREAHte 240) 


この 現象 は Cu,Te LHMOUCBKRAT S AgeTe 並 に CusS に 就 て も 
既に 充分 確か め ら れ た る 万 に し て , それ ら に 於 て は その 高温 極 は 等 軸 卓 系 , 
低温 種 は 妊 方 卓 系 に 類 す 。 

火 に 前 記 の Cu,Te (TC, FEA Dae HD JE 7 RA PC 
る に , SHROMS も , 非 等 方 質 の 部 分 も 殆 ん ど PEOBME IS ¢, 炊 に 記す 
DAM Lo 


FINO; (1:1) 5~10 BRI RIC TRI BA CME LO, ZBI 


eT ASA TS SWE & BU, DAs USD Ae BUS Ly BEN EBME TE Lg 
KCN Cfta#it) Lb 1 DEIR 2 2 0, SRELVENN Ae 4 U, 20 秒 内 外 に て 早 
くも 労 開 を 示す 。 HeN EG (MAES OTUMUEE 13 0 


KOH ( 同 ) 30 BPRS CB eB し , VRMREAIE FASTA & 78D 
る “FeCls ( 同 ) 40 秒 前 後に て 淡 窒 を 帯び , BS BH sit L, 拭 へ ERB Ue” 
x 人 "HgCla CHOAN) HL (ABB L, 20 秒 前 後に て 洗 へ ば な は BT E 
も , 拭 へ ば 急 に 復 す 。 PO ss 
4 し か る に これ ら の 反 應 は 。 Farnham 氏 が Vulcan 産 weissite に 開 し て 記載 
UR BP tha PEE に 一 致す 。 た ヾ Weissite が Te 54% BEA, 組成 ほ 
ヾ CusTe HIBS SICK L. Cus Te は Te 約 50 錠 を 含む の 差 あ る の み 。 — 
ARAL Eb, Cus Te 29RD Te AL LTH AMES © € Id, ETD 
a 第 = 


Be | Cu 50%, Te 50 を 混和 燈 融 する も の の 研磨 面 を 
= ae AAMC CBP Seo (x50) 


4 GEIS BERRIES % PHI LT. 2 OD CasTes EES BAI, Te #955 % 
Ses. WiC & Ct CMS る 混合 物 を Mena e UL, その 産物 を 
; tein cae BE, 依然 と し て 全然 均質 に し て , Mite & CuzTe と 殆 ん 


ES 


を a) a a っ 線 8 


何等 の 相違 な し 。 こ れ に よ つ て 筆者 は CuzTe が 約 5%O Te 2 SHEE 
LUPRIIC AU &, ZOUEUAA EBMLI (, 常に 天然 に 於 ける weissite に 
一 致す る を 知れ め 。 TH LT © OWA C Z, weissite の 組成 と し て Crawford 
DELS RE -KML, これ を 同氏 の 如く CusTes な る 狗 立 の 化合 物 と し 
て CuzTe と 別種 の どの と 認 む る こと は 不 合理 に し て , 軍 に CusTe, が rickar- 
dite BD CuzTe』 と 共存 する 開 係 上 , これ と 下 衡 を 保つ 迄 余分 の Te BBS 
HL LTEDS LDEMUESLo Famham Bente DU & rickardite DA 
BLS Miliit4e 8 GABA LO », これ を rickardite BEL DAE ins る 混合 物 
DEB ADM Sd, その 意 を 捕捉 する に 苦し む 。 

更に 進ん で weissite が , Cun Te 2 LF SAVARD BROS oc, 8, 


7 三種 の 何れ 4 に 相 党 する や に 覧 て は , こ ゝ に 断言 し 難 け れ ど も , BEE EO 


始め て 生ずる も の 即ち 7 FED, 等 軸 唱 系 に 局 す る こと は , 先 に 記せ る が 如く 
に し て , weissite に 見 らち る ヽ ゝ が 如き 非 等 方 性 は , この AWE SO RICE 
る 低温 種 , MoiRBRO & 或 は 少な く と も 8B 種 に 相 洛 する を 示す も の と 認 
むべ さく , た ヾ weissite が 始め より この 形 に て 生 ぜ りや , RIC OMICS 
や は , COMBINE 8,55 bb 明か な ら ざ る 今日 に 於 て , ZRHETA 

に 難く , その 唯一 OPE IE HIRED 6 OA wa E も , その 産出 が テル ル の 
BAM) 438°C 以上 の 高温 な b SO Lik, RAF vv HREOC ET SBA 
iho THY RAR We 

AZ Cu4Tes & rickardite 

Ki Cu 40%, Te 60%, 即ち Cu4 原 子 , Te 3 FORA I RARR 
ば , これ また 全部 一 様 の 化合 物 を 得 れ ども , TOMAMIBD Cu,Te また は 
 OMWAHE & —SE L, 反射 題 徹 鏡 下 に 紫 赤 色 乃 至 青 旅 色 の 多 色 性 有 す 。 
これ 刀 ち 近 重 氏 の 詳 入 せる Ba os ba Bue ¢, Sih ROD & Dts 


Leer M, See Op. cit. 
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ETE UES 2 C, 紫 青 色 柱 欺 の 結 品 と , その 間隔 を 充 幸 する 共 唱 的 混 


合 物 eutectic mixture) £ £ OMO, 之 を 同一 組成 の 融 蟹 より 得 た る も の に : 


| MUR ROR MY 5 HF e SET Te, MOMMA CuyTes, ZOMBIE 


~ CugTes t Te LOH AR ET, 


i ta 


Tae ee 


~~ 


Cu27, Te732 を 混和 燈 融 する も の の 研 魔 画 
Cle, 7250) 
™ (4 7h Cu,Te 3. 自 色 部 テル ルッ 
(Cu4Tes DOM BBs COMM CiHKiNT) 


Ree), 2AM TS Us, この HEMO MAIS, 外部 と 内 部 と に て 
PER Ae FKL, 内 部 は 前 記 の 粒 短 CuzTes と 同様 , 紫 赤 色 乃 至 青 族 色 の 多 色 
性 を 有 す れ ども , BH 叉 は 淡 黄色 を 時 する 場合 な し 。 然るに 外部 は 青 族 
色 乃 至 紫 玲 色 ょ り , 樽 黄色 乃至 淡 黄 色 に 理 る 多 色 性 を 有 し , 紫 赤 色 を 晃 す る 


| 場合 な し 。 この HK = 32 ORTH £, HHO 延長 方 向 と の 一 致 せ る 


"~ 


場合 に 最も 明瞭 に し て , 度々 内 部 は 紫 赤 色 , BAR Ae BT, 然るに そ 


NE PS EF Se a el be 


SNORE Saat ae 8 a ee ee eee ee 
Sr rs 5 e eet Se seat tency =a ete ane “g 
' eee os Mere 
et 7 


ae ED 4s Ces . 


— teh Oy 
Ere 


を 10G の ee 2 2 ee Loe 


ONAL A tu, MH A CMLL, BRIE THE SAB ELL 
T, COMMAS LD SET. : 3 
この 問 昭 は また 直 変 = コル 下 に 於 て , 結 曲 の 延長 方 向 が = コル と 45 の 場 ) 


に 著 る し く , 共に 烈 し き 非 等 方 性 を 示せ ども , AM oh ZL 3 


を 果す れ ど も , MIS FBR SS DIK L, 外部 は 度々 BEES BRE 
乃至 淡 青 線 色 を 果す る こと あり , 但し この 際 = ュ ルル の 相互 に 
FUEL U6 OHS WES SIEBER 


t 


_ 時 に は また 柱 hits DAR SC, 外部 同様 の 性 質 を 有する 細 絆 の 集合 4 
化 せ る 場合 あり 。 Bi Civ b OFF Ki OMM Fé LS OMNIA T & 


BAKO bitin, WISH HY OIL, COPE S < Hina OFM 


を 成す も の t KF 6 


これ に ょ つて 推定 する に , FEKAAO MB a ie } F< dat Ute BA, B® - 


CugTes の 高温 種々 に し て , その 外部 並 に それ ら の 間隙 に 生 ぜ る も の は ,」 後 


に 生 ぜ る 低温 種 , 即ち oe CuyTes と 認 む べく , HAO MIS TERE 


れ ば , 365°C, F rv LOS Bils B4LC な る を 以 て , 凝結 の 初期 に 人 種 , そ を 
の 末期 に z 種 を 生 す る は , Md THRO 現象 と 言 ふ べし 。 METH 
色 乃 至 青 原色 の 部 分 は 8 CusTes, 紫 妨 色 乃 至 淡 黄 色 の Malt Zxw a Cuz』 
Tey と 認 ぜ むべ く , 高 温 に 於 て 品 出し 終 れ る 前 記 粒 欺 の CuyTes が 前 者 に 属 
し , FEHB RA Cdn Le S 共 品 鼻 中 の CuyTes が 後者 に 属す る は , こ れ ま 
LE ROBR LBA LS 

2406 Obata RICE TS, ARM D6 SHE b, HOCEA ME BIEL 
その 横断 面 に URS SBA KO, Ce HO EO L 推定 する に 
MED 5 SOS 6, HOT OBMIMOWA, SANIPR LUBLS & » EIA & 
つて 推定 する に , 0, BMRB L &, SHMARICBI SDM B¥GH, OO 
Bil CLM ROA BAD IT g 


を を 1b 


a 種々 OBIE る 反 應 に 於 て も , か れ ら の BAO IE BIL APTA Ze 6 
FUT LY LORE £IO% L TADLO MIBICAO2, BOSE: 
ES POMBS SOA UT, BD KBADM し 。 
HINO, (1:1) AITO fee TBE, MALS 泡 沸 し て ERE OERIS 
tan. 内 部 は 特に 甚だ し 。 CBEST AUER RS REALS, IE こ 
| の 色 を 失 な つて 淡 放 と な り , 特 に 外部 は 清 澤 と な め , 柱 の 延長 方 向 に 対し 
有 TRHRONCE SM KS 労 開 を 生じ , OWI EMI FRR EDO 
BRL. 
有 KCN (10 2%) 液 は 直ちに 紫 赤 色 を 帯び , 色 は 少し く 減 少 す る に 過ぎ ざれ 
F. ok も , 表面 は 汚濁 UC REOKRe SL, AUGOMAC— BH LSC 
OE: BRAN LE * MOUTHS 
ACL i) AR ARISE EC, HE ARI ARE BET 

FeCly GR) 柴 赤 種 は 暗 青 色 に , MEMRAM Ic eS ] 
KOH ( 濃 ) SRM MARGE Bones, Des OE L, BEMABIE 1 
HAL EBB Ae BLD HEL 
(gC, SA FHBIL IE CAE te EPRICE AT IK C879 3S IIR EM 
|| し 方向 に よる 色 の 愛 化 は 殆 ん ど 全 く 失 は る 。 
SEO BME MUA Of, IRE HED ARMA,“ Murdoch, Davy- 
"Farnham, Furnham 等 が Vulcan #& rickardite (C@ETHES PRL kT H 
|| と ゃ も, それら の 記載 は 多 色 性 及び ONPG ¢ sd TTD 方 向 と の 義 係 
E を 明記 せ ざ る た め , 前 記 , 8 雨 種 の 何れ に 一 居 類 似 す る か は を 充分 明か 
BE に せ ず 。 EY SOMO 記載 に 於 て , LNOMBHOMML REO MHL O 
有 間 に は 第 三 表 の 如き 比較 を 見 る 。 
| 中 も 反射 光線 下 の 色 に 於 て , Murdoch の rickardite は o CuzTes に 一 到 
a し 低温 種 に 属す る を 示せ ど 4, ISR purple と 記せ る の み に し て , © B 


| 


> 
NM 
7 Ss 


本 12C12) ok a: er 


SIC BELT & BEA FRE £ CHB GD BRED 6 WKAR original ~ 
rickardite を 自ら 観察 する を 得 ず , SCALIA BRC Murdoch 氏 の 記載 に 従 ひ , © 


第 = R 
i eS WH 者 BTA GRR 直 変 = ュ コル 下 
Fae: 1D microscopically mottled) a 
Murcoch with bluesh and ff eve wes 
yellowish patches. 
Se: Davy-Farnham2)| purple “= 9° =f ewe 
Farnham3) purple « 409") SC 27 Sateen steer 
で Tes | REN SRA SE RE (NRE ~ 
‘ を 3 Watanabe- ‘CAR SE ois % BS Bit LiF) Chir eiee ae ¥) 
3 Cute, | Nakano Sh ARH ~ eC 
a 黄色 を 認め REG UE 


Zo CuyTes と 固定 し 得る に 過ぎ ず , KUAMSBEOZEBT LTE, 

365°C 以下 の 成 生物 た る を 明か に すべ けれ ども a ae 

る や , 或 は 始め BRE UTHEAR, 後 成 的 に 芝 に 化 せ りや は 明か な ら す 。 
要 約 

1. CuyTe 及び CuyTes に 相 褒 する 組成 の 均質 前 は , それ ら の 割合 に 相 党 
する Cu 及び Te の 混和 類 融 に より て 容易 に 生じ 得 べ く , それ ぞ れ 久 立 の 化 上 
合 物 た る ぁ る こ と, 既に 一 般 に 認め ら る ゝ 所 なり 。 

2. CuzTe に 更に 約 5 錠 の Te I~ THAMES % oT US 
の 化 府 的 性 質 CazTe ¢ HRA EBM <(, Z% Cu,Te ELS AAR と ” 
wet S Lo 

3. CugTe RUZ OMSL, 高温 に 於 て Sith RK, 低温 に 於 て 等 軸 以 欠 
6 < RATA CBS} 

4, Crawford 氏 の 記せ る weissite の 組成 並 に Farnham 氏 の 記せ る ぁ そ の 題 
PBT IL & < C OWANO 低温 種 と 一 致し , これ を 必ず し も Cu;Te, 


(1D~(C3) op. cit. 


gs 本 13<13) 


= 


| KRAUSER USRBUT. ALC OWN, 始め よめ 低温 種 と し て 生 
せめ りや 知 や は 明か な ら ず 。 

有 | 5. CuiTe。 は 高温 種 と 低温 種 と に より , COHBMB RI HAE b, (Lt 
| 拘 に は 殆 ん ど 調 化 な し 。 そ の 結晶 は 共に 六方 唱 系 に 属す る が 加 き も 明か な 
or 

| 6. Ford 氏 の 記せ る rickardite は その 組成 CuTes に 一 致し , Murdoch, 

| Davy, Yarmtam ie & & OMB BEYER Rc k < CuyTes 中 の 低温 種 
| に 一 致す 。 MLS Ad tellhad & OMIRAEE L CHE 0 PAPE ANE Oo 
AFI DI SMALL, SHRI LS 幌 術 研 究 補助 人 金 に よ つ て 求 
めし られ た り 。 


Enargite (Cu。As S4) の 結晶 構造 <2 う 


Sas 高 根 勝利 

; 結晶 塞 造 の 決定 
3Cu Au, 4S 2ATKO AHR Vi OMAR LIT SM < BRAY Lis 
| る に は As AIMS %— MBN SLI LIBS’ BLOT ZC, CuAs 48 & 
FAM; 4(Cu, As), 45 と する か の 二 つ の 場合 を 参 へ 得 べ し 。 淡 に 先 づ 2 Cu 
q AsCu 4S KABSILOS THR RAS CHORE OTe Pauling 及 
3 び Sherman DAIL % HINTHBRLU “081 9 0 
4 D 2Cu, CuAs, ISHSMSHICMTICu, CuAs =F a, b, 9 及び d 
4A の 何れ か に 位置 させ で , 4S を e 有 誤 は 』 に 位置 させ る 方 法 さ , g に 位置 させ る 方 法 さ 
4 


14) 


この 2Cu, CuAs を ニ “uemic, 48 を Ce) 臣 は ch aease 
re STARR TLE ある 原子 よめ の 反射 測度 Feu fief 値 は 
Y ee PE ECOAT ek ee eee a) 
CAE Sie ieee 
pee Atco hf in 2) 
Bene ee Ga: fi ind) ee 
と な り ,48S 原 子 を 四 同 企 串 (> 緊 は CO に 位置 さす 時 の Fs 人 慎 wie . - 
eo cos De Z+(-1) MEL 5p cos Ogle imse oe: 


3 oe Bid (a) 2 fy coc 0,24 (-1)'" 2 fa cos 02 = im ff) 
な 09。X 線 反射 濃度 (@00) に つき て 見 る に 第 二 表 第 一 段 の 如く な 0, 上 記 
a, by の 任意 こつ 移 の 組合 せ ab; ac; ad; be; eds ECB E OAL 
合せ は 何れ も BLRHI KO MIA F OM < HOT, BBL D—-RAR| に = 
し て 一 見 し て か ヽ る 構造 が 不可 能 な る を 知り 得 べ し 。 > < 
#1) 2Cu, 2CCu。 As5) を (の ⑦ の に 於 ける が 如く 配置 し ,4S を (8g うに 配置 せ し む " 
BES Fs feild 


F=2fg cos Oxht+0y2)4+(—1)"" 2 fo cos(Orh—Oy k) 
と な の り , DUE 200 及び 4oo の Fs FELICIA & Xe O Coie & EMRE I ESTE 
する 可能 性 ある 9。 =00° 65° に と 0 て も B=EROM (HO, TOMO Ie Ht 


a Be 第 = 表 を ゃ 参 慮 し て も 府 明 不可 能 の 
を ii i & | 200. | 400 eae | も の を く ,2Cu 2CCu As) 
cee | 0 | 0 | な る 押せ が 不 本 能 な る こ 
| : a li | 60° | 8 628 | 792 | と を 容易 に 知り 得 べ し a 

] , ; : | 65° 76-9 74.3 765 2) 4(Cu, As) 及 び 4 S Exit 
] 注意 I は arbitrary scale. の 理由 に て 次 に 問題 と な る は 


oa e-REECCRAMREREE OUR Sie 


2 es As) ※ ine) 4S in f), ait 
— 4(Cu, As) in Pea Sine), 


Feu =4fi, Ps=4fo 


? ’ 4(Cu, As) in e)akit in 5 

45 in g) oa ae 

き 配 置 に 於 て は 『 は a 
Fe asf; 

Fs=?2/f2 cos(0.4+0, + C(I 2f, cos (Onh—-Oy) 1 TS 

| と な り ,1 エ の (と 同様 の ド 値 を 示し , Cid WANA DC E eh DM : 

LB RYBICARS tric 2 Possible case は Hi) の 場合 の み に し て , 即ち 

iii) 4(Cu, As) ing) 及び 4S ing) に 配置 する 方 法 に し て これ に 

き て の 詳細 は 淡 の 意 を 設け て 逮 ぶ べし 。 

“Parameter の 決 定 

omen: と Z と は 既に 述べ た る 如く D=Z, c=Y な る 開 係 あ る を 以 

。 これ に 相 党 し た る 角 換 を 施せ ば , 原子 の 座標 は 

4(Cu, As): m % Pas m % py; m+%0p,+%;m+™% 0 p+%, 


4S: “mg 0 Pa; Mg 0 P23 mg+% es Pet; mg 十条 &% Pe 2+: 
UG その 『 値 の 式 は 
FC 2f1 605 Ouyht+0nrt + CD 2f1 cos (On 1 +921 7) 


\ 


本 1616) an a ae 16 


42 fx C00a a AAI D+( DT 2 fg cos Ora h+In2 2) : 
IS THSS, この 式 に 0 ニス 0 = DI ID 
2xpa な り 。 こ ゝ に 決定 すべ き 4 の parameter HO, 先 づ < HAD 
parameter 02.4 及び 02.2 を 決定 すべ Lo : 
02.1 及び 2 ORB 00Z な る 反射 に 詩 し て は ぎ 『 値 は 
CO A CE CO 
+ fo 6080n9 ZF ET) 2 f2 605 0g 7 


と な のり, BRIER TI 002, 004, 006 な る 反射 の み を 得 た る ぁ を 以 つ て , これ 
等 の ぜ 値 は 


WAN cos Os l+-4 fo COS O2.9, Z 


aN L, FSO RIC GL lc 002 ABETE LS REARS , 004 は 中 強 , 006 は 中 位 や 


第 ue 表 を を 以 つ て O24 BG x WERK 0 と 
“ites | 002 | 004 | 006 | z280°%ERICALS Aw, FEL 0? Bed 
Pe ba 100 |) 85 40 | 180° の 位置 に ある か , 共に 6 の 除 近 の 
Pine 140 7 | eae 
ae er ‘ 位置 に ある ぁ る か の 場合 な ぁ る こと を 想像 
注意 I は arbitrary scale. 
FB VES Lo 


第 四 園 を 見 る に , か ゝ る 條 件 を 満足 する 9 Ofeile KGS 


Ui 90D, 82.9 =90° + 20° 


ETO, Oy1, Oye は 夫々 8 及び ぴな る を 以 つ て (o 々 の な る 反射 を 考慮 し 
Cat LOHR ORI 
O27 = 52, Ong 72 
と な り , CO F 値 は 第 四 表 に 示す が 如 し 。 
G21, 及び 02。 の 決定 
以 つ て その 『 ぎ 値 は 


(400) よめ り の 反射 は 200, 400, 600 が 生ずる か 


=4fi1cos0z1 h+4 fo 60S Ono h 


: aah, 20% 00 と な れ の 0。 これ 等 の 『 値 は 々 夫 
200 F=I08.4C0520z.1 十 46:4 605 2 Dro 


400 = 80.4 608 4D. +35+2 C05 4 Oe 


ed = 58.8 60S 6 B24 +30-8 C08 6 Ox.9 
oe loos = 67.0 605 3 02.4 +30-7 COS 3 Uz: 2 

: Eee COS 2 Oz.1 +46-4. 605 2 Dag 

Z 108.4 ae 62.4 —46.4.005 Oma 
80.4 cos A Ox. +35+2 COS 4 Bx. 2 . ae 
80.4 005 2 0x1 $3525 008 2 Oa | 

: 58.8 CoS 6 Oz.1 +30-8 C05 6 Vz.2 eae \ 


58.8c05 3 Bz.1 — 30-8 C08 3 Vz.2 


本 18018) 


en or 


ZR OUR TOMS Oo, Ooo Ole BOB aD と 殆 ん と 同 。 
PAC UT 100 CE LTHOES BORER し た る も の に よる に 200 及び 
400 BHBH AMS O21, Ono の 値 は : 


Te Oy.4=20~ 40° 


2. 04.4 =8C°~I00° 


る に 
03. = 38°, 


62.2 =95° 
7 HBMD He AS At A tO Le Be LUDARANO CB 


Ue 2= Sr I00* 
909, =20°~ 40° 


1s SEID 8 Dis B%eHY. Dire XARMOMM OTR L ED 


五 表 参 照 う 。 
ビビ i Ea 
200 | 400 | S55 | ito | g20 | S90 
eis 30 60 70 40 50 
O97 | 238 Beale ce 
注意 I は Aarbitrary scale 
第 nN RR 
BFR | 9a | 8 x : 
CuCAs) 4 38° ae | 1807 | 0-106 | 0.228 | 0.500 
s 4 95 ae Pier 0-200 | 0-000 


DELI pricier TAD Lae 
ast Lk S } O% Bite ¢ 
BRU CARE O 9 C¥RILS ICAO RAI OS TC HL 
は 充分 良好 に し て X 線 反射 濃度 の みよ め 論 じ て , こ ゝ に 求め た る BRB 


用 ひ て 各 反 射 面 より の 濃度 を 


も probable な る も の と 言 ふ を 得 ペ 2 


夫 に 第 七 表 a, bd 
計算 と の 一 致 


033 0.732 
¥ 026 | 0-865 
| 042 0-875 


COOL mea 5s Hk Y OBER 


CLOTHE AY OBE, 


sin 6 


absent 
M. 

absent 
M. 
M. 

V.W. 


sin 6 
oN 


ieee 
CObs 


ope ) 
(Obs) | (Cale. | 


= hkl sin 8 
; 1 0:243 
400 
ah | 0-484 
2 | { 800) or26 
330 
f 020 | 0.419 
1 310 
040 | 0.839 
620 
| (420 
510 | 0-639 
130 
710 
530 0-873 
| 240 
440 | 0-964 


0-15 
0-32 
0:47 
0-28 


0-55 


0-42 


0:57 


0-63 


nies 


“COLoD am x 9 ORE 


7 sin 0 1 ee 
hkl sin 6 | cbs: | (Cale, 
200 | 0238 | 0-16 Ww. —20 


0.478 0.31 
0-722 0-47 
0-249 | 0-16 


006. | 0-754 | 0.49 


201 | 0-270 0-18 


202 0-347 0-23 


103 0-400 0-26 
203 ; る 
302 0-445 0-29 


402 0-539 0-35 


204 0-552 0-36 
403 0-609 0.40 
105 0-637 0-42 
502 0-652 . 0-42 
205 0-671 0-44 
404 0-690 0-45 
503 0-708 0:46 
602 0-766 0-50 


405 0-793 0-52 
306 0.837 0-54 


702 0-881 0-57 


406. | 0-896 0-58 
207 | 0-912 0.59 


703 0-934 0-61 | 


307 0-943 0.61 


結晶 午 造 の 


004 | 0.497 | 0.32. 


4224 4 | 5 ERGRSSE GS E EEER =; 


Die 


ALO < RD 1 BAMBI R Lis (010) THORENS 
より て も 本 解す る を 得 べ し 。 本 構造 は 居 欺 格子 と 穏 す る を 得 ざ る も 便宜上 
PATE SNOOP BIA THEA RES Ue & 


大 約 UC LHC 


See 


= 


し た る 如く 


AL ERS ERSRB LiDe て 


O CulAs) onb=% ©) CulAs) onb= 0 


eS Satt+005 ©) Cu(As)et+0.002 
. en ee ae ous C Cu (As) at - S0002 =e ss 


ee BSAA yb Bmetall 4 オン に より て 正三 角形 航 に il A «, 
HY に あら ず し て , MI SMM, COMME BE DIES 


= 


本 22C22) 2 oR TR 貫 22 


度 は 約 ” なめ 6。 そ の 麻 内 に 於 ける metall 4 ォ ン 間 距 離 は 3-66, 3.66 及び 
3.69 A, S— SHEIBEIHF I 369, 3.69 及 び 3.79 A, metall—S 間 距 離 は 2-16, 2.20 A 
226200 5 HIBEES O/B SS 最短 距離 は 8.6 A, metal -metall 間 距離 は 
3.17 A, metallS PAPE IE 2.95 A に し て , HEHE esi UT S は 3.6~8.79 A 
の 最短 距離 を 保ち て 分 布 し , 同様 に metall も 3-17~3.69 A OR PEI 4 
ち て 一 様 に 配置 せめ 。 
結 果 の 考 穴 

_ 本 結 卓 構造 を 見 る に Cu lets 4S ORR SICHT A Cu ORS dH 
に 三 配 位 を な し て 配置 せり 0 。 P< ONS MUL AS DAERABEC A © 
ECA + YP EO MABEL PERIL BIEICIAA £4 LT ZIAD OR 
字 的 な 議論 を な す 時 期 に あら ず 。 

RETA TE OL BK % Cub As’S, 或 は 3 CusS-As。S。 と 記載 し た り し が な , 
本 研究 の 結果 土 位 格子 中 に CusAsS』 の 一 分 子 を 含む こと を 知れ る を 以 つ 
て , 分 子 量 の 最大 限度 は 394 と な め CusAsSy に て 表す こと の 正しき を 知れ 
Do O44 TREC CHRE OL FEO RGOALRENT Cul 及び 
ASY & UCTHUR NS も, 研究 の 結果 は 然 ら ず Cu と ASO 1 + vy BMRA 
と 相 等 し し き 大 さき の も の な る を 知れ 0 。 

四 信 原子 C, Si, Ge, Sn は tetrahedral bonds を 有 し て 金剛 石 型 に 結晶 し 
SiC も 四面 簡 的 配 位 構造 を と り て 結晶 す , LEME L similar な 原子 配置 を な 
すす N+, Pt, Al-, Ga-, Be-2, Cd-2, OF2, Sr2 邊 も (第 八 表 参照 結晶 し て 


第 八 Ed 
| 3 | = Lf 0 al +2 | 48 
eat Be-2 B- (Ss N+ Or2 | anes 
| pean Mg-2 | Al- Si P+ S¥2 Cl+3 
Cu-3 Zn-2 Ga= EGS Ast Set2 Brt3 
| Ag-3 | Cd-2 | In- | Sn Sbt Tet2 | I+8 


5a 


aad 研 RR 本 22C23) 


Bi techie, ec 


A CL: PRUBRSML, ALP CC: 金剛 石 型 ) GaP (C), BeOCH), BeSCC), 
© CALC ROH) LOMA £ ae IR AGRO RMD, 
| に CaCICC) Cul(C), Cub CEO R LkAMO A> v + > HO DORE 
{OHBEEA & BL LILLE CHES 5 AICI CAT BATE REE 
F Bee HO, CN も Z\= similar な る 構造 や を と る こと は 周知 な め 。 

4 ZAI SC BIG MO ¢ PARR NUE 2b & 2 0, HK 
i Ty a 7 構造 と る も の あり 。 CuS, CuSbS。,;, CuBiS,, CusgVS4, CuFeS; 
及び Cag AS, ONO (CoM), S ょ な る 型 と し て 見 る と き HAS 


開 係 を 示せ り , 先 づ 之 等 結晶 の 寧 位 格 和子 の 大 さ を 見 る に 第 九 表 の 如き 開 係 
HO TERBUO NE FAB Hs 5 eM] Lo | 


第 x x fox 
; Rw | a | b | ¢ jn) Rw -|SC.| REA 
‘ 1 | 380 16-4 | 1% hexagonal bexagonal 
| Covellite Cu4S4 657 | 3-80 | 16.413 ieee oe 4 ltayer st, 
ona 
: ; vs eudoh 
Enargite CusAsS4 639 | 3.67 | Gib | 1 ee vV, A udohex, 
| Germanite SS RT GOMES GOT osu | acre 1 |regular TS i mune 
new type 
Salant . (similar to 
ulvanite | CugVS4 TO RE oases 1 |regular T 1 |zincblende 
< type) 
Wolfsber= orthorbom- | 
Be 58282) EO TE 1445/2 | bie Iva eo aoe 
: ye é orthorhom- 
Emplectite CugBigS4 | 6-12 | 3-89 |14.51 | 2 Hie Tee os Snares 
Chalcopy=| < pseudoregu- 
te CugFeoS3| 5-278 5-217) ----- l |tetragonal Ve 6 |lar(zincble- 
| nde type), 


Sulvanite 2385 0 (CUO PH OMIM eB oo e EEC ul 


AcHe Oo REGMURIL IRA, EF Maia ACI S PAH RE & BF 9 CuzSb2S4 
及び CuyBisS, OAM T ADORE HEE OG RET Cc 
EDAD ac plane OIA SC HALABD tI LS AIL, 


を 24024) en oe ye 2 #24 a 


Mee har ka eo ーー つの layer {BAB LIB る も こ nookyer kD 


原子 位置 の 隔 り が CugAsS4 HELIA SK b BERLE CuySs に 於 て re > 
AIRS FB L. ZD Orthohexagonal unite DK SLM AIMMOD TA. 


BIDE 9 


等 の 事 寛 を 通 観 す る に (CuM)4 Sx 7 fe MOKA UREA 


に 甚だ 近 き 結合 や な UC PURE PA IL HE SU (= I Hiss e BUM 


BSS CuDMW OGM S 6 MOK BMA DO WS Hk Ml LTB 


te Bak it BN 型 構造 に 見 る 如 SAME 2 BS GIES MSL 


妃 逃 の 如く quadravalent の Cu 自身 は CIT3, Br'?, I'°4eq) quadravale- 


nt 44» UC Ae asc SS 
i Pans RNC; Slater は 各 獲 RED BEA eNO at FR 
結晶 中 に 於 け る 原子 結合 の 様式 及び その 性質 を 論じ て , HAD covalence 


nature の も の な る を 結論 せめ 9 Ralph Hultgren は Chemical bonds の 結合 の ~ 


様式 を 更に 一 般 的 に 論じ た 0 り 。 
これ に よれ ば 四 配 位 構 造 を と る 原子 に 於 て は s 及 び p 電 子 に 調 す る eigen- 


function が 1 つの tetrahedral eigenfunction の 組 を 形成 し て , 互 に equival- 


ent (WOKS dial CCHHO A O O rotation の み を 異 に す る ) う で て , ZORA 
TO BES 14 HE lk 10°28" (0 = 19°28 y=180) な る こと より 結果 する こと ょ と を 
Ut SK O 。 之 等 の 結合 せる bond は electron-pair bond 或 は double, triple 


bond を なし, unpair bond jerk se 結合 を 生 ず と な せめ り 。 こ れ ね 等 四面 杉 的 


結合 を とめ 得 る 原子 同志 及び 同 償 の イ 1 ォ > 同志 ( 策 八 表 参 照 ) う の 結合 する 場 
合 $-4 配 位 の 結合 や を と る こと は 廣 く 定 験 的 に 譜 明 され た 0 り 。 三種 以上 の 


1) LL Pauling, J. Am. Chem. Soc., 53, 1967, 1981. 
2) J. C. Slater, Phys. Rev., 36, 57, 1980. 


ike awe 


\ Kyo 
a md 4 : 
6) San 7 manpages bl Nice pi. 


本 25C25) 


> 


pe are eigenfunction が 4 つの tetrahedral eigenfunction の 組 を 形成 する を 以 


E: ONE eis RET BBROBEAAIC IE 4 4 は 配 位 を や な せる を 以 つ て , この 場 
BD Cu-3 は 更に 低い イオ > の 短 態 と の 聞 に resonance を 起 し て valency 
eile する も の と ょ と 参 へ ざる を 得 ず 。 慕 だ 注意 深く 決定 せる WH Rap 


= CugVS4 (Te Cu4, V7, S'? 44 2b SR ABEe 2 OS 
OBR DBE SE 6 tT ARDI AMC TS Ra 6 INR ba 
| 有 有 | る も の と ょ 参 へ ぐ NDOT. HU s-pquantisationsMiLes Sb & TOM 


iion PBMES 4 & S=OORS bord は 最大 の tetrahedral angle $-CidHMe 
Ss ® な す 。 BIC — PRICK 120°A) fh BT る equivalent bond eigenfunction 


| を むれ は その bord OHS AMMBOBE & MLS EHD. 


| BREIECIRG CR RAIDS 3C に よめ て 園 まれ , これ ら の 8C- 

w= つ に は 2single bond に て て 他 は double bond を 形成 し , これ 等 の bond は 
q ae 109°28" 及び 12516’ の fa% Ke UTHEIL SNS KO, HOZED 
bord SHE DBD 4 single bond と 苑 ん ど 同 様 の 実 定 度 を 有 す 。 
CuaSbzS4, Cu。Bi2S。(- 於 て は 4 bond の quantisation pM LT, 3 
strongest bonds と one weak bond ¢ #42 UT/RAKIC HB EEE tS Hae 
ss b CugAsSy CASTE Z OBMLO EMS BOL BANU, 3Cu LAs 
AA EROS & 7% 0, CX, As", ST2 の valency BIFRIEAAME 


= 


a 
SP OWRD RES tk 4ー4 配 人 構造 を と め 各 BHO. 例 へ ば CuFeS。 
有 に 尽 て は Cu > FY, S-? な る と きる 等 の イオ ン は 弟 s 及 び P 電 子 に 謀 す ーー 


| っ て 4-4 RAL CS 2 作 件 は 満足 する も , この ま ・ に て は waleney 


4 ete FeS と CuS と の 距離 は 共に 2.29 A に し て 本 質 的 に 差異 を 認め 得 : 


mx 6, Cu-S RU Cu-! と の 間 の resonance 或 は その 他 の 開 係 に て valency — 


= 子 ( 或 は 4% ン ) は 互 に 90° Hig sy equivalent bond 7e WB Zs a 1B, quantisa- 


= = < z = 
\ SS if > 


本 26(26) en th a 


VR LOLBAS ERAT o MAMRE 6 OWES TTR SRKS 
fl 3 BR 2 BUR ESF LBA SD RMANU, CuS (CHT CUS S BH 
に 同一 下面 に ある 如く bond SBME SILH 6S SPAM LB L Oftedal 
が CuS, 2 2 RBA bt. OBIS FE 2 Li SRNL HID PRO ME 
ある が 如 し 。 
要する に 定性 的 な る ぁ X 線 研究 より 一 歩 を 進め て X 線 廻 折 濃 度 を 定量 的 
に 詳し く 測 定 し て 本 問題 の 解決 を 試み る ぁ と 共に 赤外線 分 析 等 の 手段 に ょ め 
CREAR IS 6 4 4 -TCOARERNL OS Cian CRIS 5 HL eHBHES 
ZL LAKUE OL BES, KO CMAATE PRAT ORME & 2 Rae 
> UL GABLO) 26 2 BOE 2 Wald dr 2 NEC CBR bk O RAT. Ga 


本 研究 に 使用 し た る 結晶 は 主として 和 党 教 室 所 蔵 の も の な る る も CHAR IK 
CES S SRILA ATE k OBM SNES LOK. MABROMIE 
TES RBMMEL ROMA ARE £ OSI SMES Be BMY ORL 
Hy UPR LO DARA HONS BASS RKO, CREOR 
Hn (LIES Ode S tute SWF CS LAR § N26 S ARBOR O, 
WIA THEO CEE ICE LRM OM 2 EF CD 


BASE Mss 3 = hk AA RO) 
AC Ht A Bl Be 


AAS ak SK it BPR CH SO, % OMA Hit B— MiGs SUE DB OX 
れ を 踏襲 し , BIC RAO AFRH IC MY CORKS ERS ZORTCHE(, MECHEL 
ORS Mie IC SCHR ST SC LICHOTH So ELTTCORRCBOCAK 
KOMMRLEL LC BRE, MEHR OBS IC METFSCEB(,R, HEA 
CEAEOWAHOGRE AHL UTHMTSCLESSO 

CAL OBES, BPE IC EREK S tr S Bi IC SPHERE IC EL 大 方 の 批評 を 仰ぐ < 
きも の で ある か ら , ZED CORMMAC H LEFT, WIC MoBREOVG CT 
BRT DS PRL BG DAES DV AGRIC LSC LICL, © LIK O— J BMBF BA 
第 で ある 。 Milk BiG d te ¢ ARHIC He CO RELBAEK ODS OCHRE 


eee Ee et ree ee i ee 
gh he | ve > et ri 
= me Cae ay = 
Fi 研 発 短 報 衣 INA) 
ee ee pea a で ある 。 Sees 


| EIS HABE SRORH 2 L CRRBHE PUGEROMED 4 4 の は 別 
| 記 の 通り で ある 。 
; ~ FAR i KE a BS g 
Wms B11 yg A ah : 
1, ¥. Ito, Die Kristallisations-verhaltnisse yon Arakawait. (Zeit. Krist, 
65, 305, 1927) 
= _ 2. T. Ito and T. Shiga, Scorodite from Kiura Mine, Japan. (Min, Mag. XVIII, 
130—136, 1932) 
8. Fife ; WARES EY » RCL RHEE 40 8, 493 FY, 1933) 
4 4 ‘Fe HE PRLS BLE Cle) 40 4, 609 Fi, 1933) 
5 々 inet Di Pa eh BEE Cle] 40 4, 610 77, 1933) 
6. 4 ERRATA iC) 40, 664 FH, 1933 
Pines RESALES Cie] 40, 665 7, 1933) 
8 クタ PRLS EVRA fale) 40 43, 723 4, 1933) 
aes 4 ARF RETR Te BEATE HG HCl) 40 4B, 726 HY, 1933) 
10. GC FRBKEW PY > AeA Ie) 70 4, 439 7, 1933) 


— MY AR RRR STEM RE REOR BRE ACI) 4048, 印刷 中 1933) 

有 12. < AREER TE Chad 4048, 印刷 中 ,1933) 

及 13. 2 FRU Rue BUS RAE WTAE, EID 

14, % PARTE IL FE eT ADEE HC la) LD 

5. PRIN ET RATE AA Cad LD 

‘ ; 

| 16. 片山 信夫 , RERNB UES MBER 

BE ASABE PHAR IRMA AEA EB EBL BE WE til IRS 
] を 得 た 。 それは 第 一 岡 に 示す 様 な 結 品 で て, Ck mm の も の か ら , 大 きい の で 
「 は 2.5 cm に 達する 。 測 角 の 結果 炊 の 諸 面 か ら 成 る こと が 和 制 つ た 。 

4 e {0112} t (21343 


v (21813 7 (5382) 
he m {1010} 
此 の 中 t 及 び e DUBS BET AB, t MOAILH ¢ RSVIC HAT HS. 


© cars 反し 最 EOF MAO TE CMC Dh, eG 


= (BRE I AR oe RH 

3 RDG 2.3 0 : a 
6 BoB TENA EO BNO EECA Oo iL BCR Lt 
ee OL eae Ten に 於 ける も 


: 1) 別記 資料 8 を AE, 


x S «17. 片山 信夫 : BWESRBUES REE 
S ee Phar. Eat Res PAR LED FOC get 


THER ( KOTHO, 明らか に 姜 面 角 CHAI EDFA, 


その 結果 は 次 の 通り で ある 。 

rwi ; TN 
Ts 145° 5 2 6. 13’) 平均 74°51’ 
> ie gr ie 8’ 最大 値 74258/ 
半 ; 3. 14’| 8 17’ er ar 
se 4. | 6 By | Be MiR74°.40° 
ee GRE 5 i ae 18 
e, FRPy |45°11. de ha 


に  LOMEMONE AT BI =, 右側 に Z LPAI CME Ute BS HMOME 
tke a LTB Wt. 4 Dana の System に 示す 値 に 依 i た ね ば c ハ r は 44° 36’ で 
有 ある か ら ,c と wy と の 成す 角 は 89* 47 で ある 。 こ ・ ヽ に 重要 な こと は , 最大 
有 HERES 90 に 達し な いこ と ヽ , w の 反射 像 は < の 方 向 へ は 不明 座 な 尾 を 
Beai< = こと も ある が ,m の 方 向 へ は 極め て 明確 な 境 を 示し , HOT ILOW 
oD EB り も 大 き 過 ぎる こと は あつ て る も, 決し て 小さ 過ぎ る こと は 無い と 
| いふ こと て あぁ る ぁ 。 HOT PAT と いぶ 値 の 精度 は 如何 で あら 5 とも, ILO 
| が m CHES TOD RABAT HB xt (HED IE2E U0. 8D" 407 Ey 
置 に 合 ふ や 5 な 面 指 敷 を 求め る と 次 の 様 に な る 。 
wy {270.0.270.1} 


ある か よく 舞 % と m と 思 つ た も の は 交互 に 上 方 下方 に oy 


CAE REMIT AMA 56, HPT eI UT re 
eons. cobs A RAO < Be 


‘ mG re A * : Me = 
_ 夫 30630) SAR DR RS. #30 
$= Hi LORE CA USETBIL ATELY 無い や う で て ある か ら , 
/ ズ ここ ・ に 新 面 と し て 記載 する 。 勿論 270 と いふ 敷 字 に 湊 密 な 
意味 が ある わけ で は な い 。 ; 


REE HIRO FE BEL BEAR Ca, 第 二 賠 に 示す 様 に 

wi と e と か ら 成 り 0 立つ て ゐる 。 大 いさ は 策 一 彫 の 型 の も の 
Cid, (Ee wm. BS 1~1.5 cm: 第 二 園 の 型 の も の で は E 

ors SBmm f1D{6ODG,KSWOT, E 2cm, HS et 
ie 程 の も の も ある 。 Spit 


18. 片山 信夫 : BERBER | 
MEA LMI HEM OA 示 し て , 頭 の 完全 な も 
の は 稀 て ある 。 FARO G 18 1 AE 
OOREE A Id, FE 0.5 cm, 長 さ 3.5 emp eR IBM O HE 
Hn CHOU, 頭 が 完全 で ある 。 WHOMRKO HH 
ょ め 成 る こと が 年 つた 。 
c{0001}, A111}, st1121)}, 


m1010}, ac11203, 


Wi AR ERE ee ¥ 
REA Ha is” 1{21303, «(5160 


園 は 結晶 の 頭 部 を 示す 。 2 等 諾 面 の 中 ,i 及び © a, MOTE LTROM 
し 現れ て ,m 及び a に [0001〕 に 下行 な 候 線 を 嘱 む 。 双 C0001〕 品 音 に 沿 ふ て 
It, 連 績 反射 が 観 ら れる 。 


1) AGERE) 8 28R 


+ m 及 M & 本 31G1) 


AAESRREOBAR 


Hee GFK KX FE 

| SHR a i Pb BBA LOS —eRE MLB OWE 
15 D1 FOWL UTE < HO ARB O LO, 近 時 X 線 應 用 の 結 
FS PARLOR IAT SILBINO o 玉津 教授 は 敗 に 雲母 族 の 問題 に 開 し て 


| 高 を 致 さ れ 営 教室 に 於 て は X 線 的 , HE BAG BY I= 着 々 研究 を 進め つ 
| ゝ あり 0。 筆者 は 義 に 克 津 教授 の 指導 の 許 に 主 ょ し て 本 邦 産 雲母 族 研 究 の 一 


端 と し て 光 斉 性 質 を 測定 し 既に 概 報 する 記 あ り た め 。 一 方 雲母 疾 の 産 基 並 
に 母 岩 と の 開 係 等 に 就き 今後 の 研究 に 資 せ ん が た め , EL UT 本 邦 産 雲母 
FAD TCE PC 屈折 牽 の 測定 せら れ た る も の を 和 集 鉄 し , 該 資料 の 統計 
WBA k OLE O PR BIILA LMAO 9 

Ae Wee SORA EE ARIE ILS EPR Mies AM EOT 


月 は ぁ ヽ に 至り し は 導く 近年 の こと に し て , 従 つて 資料 の 敷 る 比較 的 少く こ 


ゝ に 筆者 の 取扱 へ る も の は 約 170 余 に 過ぎ ず 。 そ の うぅ ち 100 余 は 坪井 教授 
の 岩石 凡 研 究 室 其他 の 人 々 に ょ り の BRUGHNL 人 資料 な れ ど る も, 大 部 分 は 屈 
HEP x の 値 の み を 測定 せる 結果 な り 。 

叉 これ 等 資料 は 研究 の 目的 上 一 地方 或 は 同一 内 相 中 に 含ま れ た る も の に 
偏 し た る を 以 て て, ABBR OT GRITS LIME O, 第 一 表 は こ 
れ ら 資料 と 滞 教 室 に て 測定 せる も の と を 白雲 母 , 金 雲母 及び REMC 
し その うぅ も 最も 多 敷 を 占 む る 時 雲 母 は 母 岩 の 岩 種別 に 排列 せめ 。 引用 資料 


| の 文献 は 落 に 架 ぐ る の 類 を 省き 表 中 に 測定 者 並 に 遂 表 の 年 炊 を 併記 する に 


。 資 涯 の 園 示 。 
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表 の 人 資料 を BES 28 
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I Muscovite 


| BSR ALERT 


 PORARScu, H 


composite gneiss( ? ) 


{ 


metamorphosed sandstone 


clay slate 2 


II Phlogopite , 


= っ 褒 地 母 ・ 岩 一 名 ot Br oes 
“Bee OR Ey pegmatite 1-558} 1-588] 1: 592 
| PRE 3 porphyritic granite 1.559| 1.591| 1- 595| 
cordierite shell ~~ —‘| --=--- 1-594) 1-597) » 
bs HIE maya p gmatitec 2 ) 1-565] 1-597] 1-601) » 
BS GET MOY AIA p-gmatite 1-565] 1-597] 1-603] » 


ee 


ene wee 
産 Hb Et: 者 ; 名 o oes Y BEER “as 
ecg pegmatite(? ) 1 AGM 1-584 A933) 
BS EBC OAL HAA Ly > L552) see: 
tae a 
BEA Ey peamatites ours “y cen laure 1-588} 1.589 
epee 日 面 A L558 wee 
Pee oy? AC < 
| BA by at Nes PERN ee 
朝鮮 安 下 北道 » C99 1 
青川 懸 綾 歌 郡 長 炭 村 1-558) ++ 
II Lepidomelane 
fe | 地 BY Bo eee cay ap 
iis bes BRAG IN Wy Pegmatite 1-604 Bante 1-676 aC S| 
aye Miask. Ural, ” 1-607 


\ 


x 


CN ee a ee a ee oe ee ee 


Se ee pet ee ee 
Kiss w 3 a 
+ 論 及 雑録 本 33C33) 
IV. Biotite 
Cin plutonic rocks.) 
測定 者 
JE 地 ee a & B Bice 
北海 道 天 増上 士別 地方 | biotite granite | eee] eee 1.648| 大 平 (1929) 
北海 道 晶 高 國 幌 泉 地方 | EE A EE coesics 1.642| » ” 
FIRE SII A, AE a a OT ease eosin 1.655| (1928) 
” Pas ay me) eh RR RI copiers 1-655)» » 
” PEAWE EE TA Ng Shes PR Me 1.648 ” ” 
” At pa wey aT Samy F651 ” ” 
» WEST A | Ce, So ee 1-653) » ” 
” 不動 坂 Fh cee MP Neer Sc 1-648} 1» GT 
BEM GK KBE NLA re) vee a eottepeall Mont ke 1-695] p48 Ff. 1.927) 
ins Wd SR 78 3 1 RE Fe need BL |e as 1-644 4g Hy (1928) 
” Et a hee SE Ck 1 ‘646 ” ” 
” = Tt Sipe CIN EN 1-646] » ” 
” Rd ee ete ed Se atari nei 1-650 ” ” 
” Bok GE ae te i pares) WG Ge 1-652] » ” 
» ae tee aaa ee Sakis 1:657| » » 
FRG TE Hh Pe Re ee ere 1-648 | jij HC1928) 
” i re OE me I oe ces sa 1-651 ” ” 
” Pe LE One FY dre slaieretal ee stepse's 1-652)" 9. ” 
” A ee ee ee dhe ames 1-653) » ” 
” in abe else. I et en 1-654 ” ” 
北海 道 H 高 東 南端 海岸 Ra rr atl iier 大 午 (1926) 
” ae Nn es enh dh. aa -62. ” ” 
Be Abit PHI aA Bt tenes an, Use L-672);4¢)8 1.932) 
A AS YE Ie biotite granite pebble | -----: ty «xo 1-651} » ” 
EVMOR SUP AVELLE A] biotite granite 2 | hp 1-639 35 781.929) 
SeURGS Se RMSE LY porphyritic granite DN see 1-652) » ” 
=H BREA AAMy| biotite granite porphyry, ーー 1-673 2 y¥C1933 
” Set Neh CO 1-671|. » ” 
= WOR PAA AKAM] biotite granite porphyry) | +--+ 1-666) » » 
# Se Oreste dt a so aaa 1-670) » ” 
ZS Oe ee ah Horb.sbiotite granite | er ee 1-662) $i py C1928) 
” ME os ri eins 1-663)» ” 
” Fie ee Sw ee Done Ta ASD, “steve di 1 664 ” ” 
FE ji) UR ee a eT schistose granite | seve] eee ee 1-656 74 A C1933 
a ee et ee ee ua. asl macau 1-660) » ” 
0 HE Na 1:661| » ” 
EBSA SAE AUT imp! soda-granite porphyry | -----. 1-660 富田 1928) 
BY fee ake BAL Se Se alkaline syenite =| sss epee 1-667) iH ATC1931) 
By fee I Jah eS Ts re LL nepheline syenite 1-614 LOT 1-672 坪井 2 
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第 一 # Gta) : . ee pee 3 


RR be Be 
‘atte aS . a Cin plutonic rocks.) ORR a nA a Tale 
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上 に と の , LOMB LBS AEE Aba bE BIS SiG IK HOA 
Be MTL, Sir b OWENS An BH tak ze Mi LT ER UREA LO 開 係 を 示 
さん と 試み た る も の は 第 一 園 な り 。 

BRMR 。 今 第 一 園 上 に 示 され た る 若干 の 事 牛 に 就き 解 訟 を 試み れ ば 次 
DML. 

(1) < グ ケ ゲ ァ タイト に は BEEP MRO MK & HA % S phlogopite 及び 
muscovite O) MARE , 屈折 卒 の 甚だ 高き lepidomelane と の 両端 の 存在 する 
は 和 弁 味 ある こと な り の 。 Bile i と せる も の ・ ゝ うち に は 一 部 リ シ マ 震 
母 に 悦 す る zinnwaldite 符 を も 抱合 せ 9。 ペ グマ タイ ィ イト 中 の 雲母 閣 は 一 般 
(CAAA 22 765 SL FRBE RA O-ED BFC Cin YSIS 因 る も の に し て , 従 
て 雲母 の 成分 上 に も この 影響 あり し は 営 然 な り 。 
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tds € LTH BMD BILLERICA To MRE &PIR REI CAL ALI 
| OTE SLA RETA A 6 AREAL 6 te LeU CAR 


= BEROMA & と は 必 し も 一律 に 論ずる を 得 ず 。 


(3) 本 邦 の 火山 岩 中 に 伴 は る ヽ 雲 母 族 は 殆 ん ど 黒 愛 母 に し て 母 央 と し て 
| は 流 紗 央 類 及 び 石英 安山岩 を 普通 と し , 特 種 の 場合 と し て URE 
a 6 両者 の 成 生 條 件 に は 自ら 異 る も の あり 0。 a 
© RAO 0 < MEAS intratellwic mineral な る を 以 て る を 合せ 火山 岸 の < 
有 | BEHOBR HEE 4 PERAY KE OBEE IS & 0 AERO IEE BR BMD 
| は 営 然 な る べし 。 RESO SMAI A YT ORE AICS BRE る 所 に 
は 化 理世 條 上 殆 ん ど 同 成分 と 送 へ 但 る 石英 安山岩 に 於 で, 冷却 多 件 を 


RU BITE, OME ROAR C1 k O REREO ARR BRAY IS 
高 ま れ る こと を 知れ り 。 且 つ 異 常に 高尾 折 卒 を 右 す % me ZB} (anomite ) 
ek Je ply BRB a pe BRE Hf OD SC HRY (RTS ESB eM A= HUT 
| し むる を 得る も の な のり の 。 
| 更に 第 一 岡 に 於 て 見 る に 火山 岩 中 の 時 圭 坪 は 概して 同 岩 の plutonic equi- 
valent な る 喝 石 中 の BEE LPARAM TS EOS OMS b, WE 
HRA OY REMEI— k © CMTE (CHM 22K LAS ED MM & GS AGE 2 BS (SB 


| れる が だ 如 し 。 


AFMCIST CRE DICED 5 辻 母 産地 の 有名 な る は 六連 島 産 に し て , A 


BRC BYU Cid 玉津 教授 の 詳細 な る 研究 あり , 同 教 授 は 2% phlogopitic 
| biouite 20> BNC CABRIO BEE CLL SA 


RAS SMARM~, AD '~F > 41 EPO BPMICS TSS 位置 に 
。 あ る は 注意 すべ きこ と な り 。 


3 ue 4) RN Behe LEIA 22 28 0 te SAIC IL TAR contact biotite 


75 4049) en ao oe: . 4d 


lS BD &(tHidd TASH 9 CD contact biotite は 一 般 に 火成岩 中 
MERLIC I LIES HUTPR2ATS LOL MUGS» 4, B-AICMTAB 
REPORABE 1=1-64 Fey LS Be L, 火成岩 中 の も の と の 
間 に は 特に 大 な る 懸 了 中 は 存 せ ざる が 如 し 。 

KS PEG ICED 2 ERE ER RLOMPEN & tule phlogopite 
に 属し , GET BIAS BU MES, 7=1-60~1.61 附近 の も の あり 。 も と ょ よ 
9 SELAH OWE ANY ARAKIA Hil od CBLHETS % 2 TRE S & BEWHO Ut 


FAR & A OMB ORME AIL WAN LHR NS ¢, これ 岡 に 於 て 比較 的 廣 


き 範 園 を 示す 所 以 な る べし 。 

以上 逃 べ た る 所 は 不 充 分 の 資料 に 就き 極め て 厩 括 的 導 祭 を 試み た る に 財 
ぎ ざ る も, 今後 の 雲母 族 研究 に 際 し 若干 の 参 老 に 供し 得 べ し 。 
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援 に 暫し 深謝 の 意 を 表す 。 
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Stibnite D¥ ICD & Tit, F DEBS 
AY aS LORD 3% Bi2Ss に つ 
き て は それ 等 の 正確 な る 研究 少く , Stib- 
nite と の 同 像 闘 係 を 老 ふ る 上 に る も ,BisSs 
の 正確 な る 研究 を 必要 と せり 。 著 者 は 
Uyuni 近く の Tasna 産 Bi>Ss に つき て 結 
SAA ESAHZE を な を せり, 先 づ これ と 


UME D HEE oh RS Hh IK Oe CHE LC HEL 
し , HAWAB KL otHn¥EoO Wo 
果 を 表示 し , 更に 他 の 6 産地 の も の 及び 


Stibnite と 比較 し , 本 産地 の も の に つき 


RG SR aL LX DBAS 
a:b:c=0-9862:1:1-0493 

LL, We 8 EW Me Et ARE DO 
4 © & OFF dhl O BE © Hk & Rm し た 
Y. Gonyér 氏 の な せる 分 析 結 果 は 
Bi=76.51, Sb=3-58, S=20.07 

計 =100.16 と な れ リ 。(Z. Krist., 86 

203~211, 1933 CAE) 

3279, Chabazite D4 4 Y HER 

政 着 Rabinowitsch, E., Wood, W.-C, 
ae 46h 14 Chabazite (AIA Wh Ai) © WM 

KW GORE t OH * OS 6 & i 
HV, ChHitAMoHs Cat が K 
Nat に て 変換 さる ヽ ゝ に よる も の と 考 へ , 


_ Paragenesis に あぁ る 碗 物 に つき て , 次 に は | 


| Riibend6rfel 産 斜 方 沸 石 を K, Na, Ca, Sr 

| Ba, Cd 等 の ィ オ ォ ン を 含む 液 申 に て 200 AE 
MURS WO 2 4 Ba OM 
| 係 を 研究 せり 。 MRIS BRL Lew Lc 


著しく 収 着力 を 異 に し , HICK 及び Na 
の 場合 に 然 り 。 但し この 現象 は 可逆 的 な 
| り 。 こ の 結果 は 次 の 事 を 示す , 即 も Ca 
「 イ オン (r=1.06 A) の 1 個 が 2 Na Cr= 
(098A) に て 置換 され 原 絡 量 内 の 空隙 を 
減ずる が た め な り 。 一 方 Ca, Sr, Ba Hig 
Cr=1.06~1.43 う 大 な る 差異 な く , ABO 
19% & BZ H, (Nature, 132, 640, 1933) 
CHAD 
3280, SkRHOSABRNE 
3307 2A. 
3281, Carbonato tetrammine cc- 
baltisulfate に つき て Strock, L. W. 
(coma. SO43H 0 o¥ Bit 
BAP IIR Bite LX oO hha a:b:c= 
1-1132 : 1: 0-7030, B= 98°39’ に Lc (100) 
C010 う 及び (102 う た 予行 な る 3 DOMES 
Vo 光 軸 面 は C100) BRIE LT R= 
670-2 py. CBF L a= 1-5973, B= 1-6210, y= 
1.6221, 光 軸 角 は 24°10 に D CHEM 
な り ( 即 ち a=c, B=a, y=b)o 7 = Fe 
BARA & CAL, <O 単位 格 
Ft a=11-80 A, b=10-60 A, c=7-42A, 
B= 98°39 le LT, p=1.8816 な る を 以 っ て 
上 記 分 子 の 4 個 を 含め り 。 AMR Cs 
te BLUE DTI VY OZ. Krst., 86, 42~52, 
1933) (ate) 
3282, Carbonato tetrammine cc- 
balti perchlorate DAIL OFT 
Strock, L. W. 
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 (CoENT 5) CIO 4 8 th BOI Hy 
に 研究 し て , 本 結 品 が BL BR AHR I 
属す る を 知り , CH hy Ait a:bie= 
2.2136 :1:0-8548 に し て , C010), (001), 
(210) に 夫々 完全 な る 刷 開 を 有する を 知 
れ リ 。 光 軸 角 約 40°, >=b, B=a, S=cic 
LO FV=BER Kk Si 斜 方 結晶 の 有 
PSURE MEV, COMMERFOK? 
- g.a=18.05 A, bD=8-10A, c=6-95 AIC L 
C p= 18474 te UIE, ARB ARS Ee 1c EGE 
分 子 の 4 分 子 を 含む 。 その X MH は 
Ch 空間 群 に 調和 せり 。 CZ. Krist., 86, 
270~279, 1933 う (高根 ) 
3283, NH14HF 2 の 結晶 構造 
ling, L 

Bt Ai i A Ait NH4HF の 単位 格子 は x 三 
8.33 A, b,=8.14 A, c=8.68 A に Lt, 
< 子 を 含み , そ の 局 す る 空間 和 群 は VK な 
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4F。 in 4h: +C% uv); +Co % —uyn) 

z=0-560, w=0-142 

u=0-132, v=0-135 
Vo COM AHR ICH Tlt# N yt H- 
bond を 通し て 4B に 結合 し , N-F poi 
2.76 A な 

各 『 は 2N 及 びに 結合 し F- 旦 距離 は 
1.184 に し て HF2。 [geet F-H-F な 
る も の を 形成 す 。CZ. Krist., 85, 380~391, 
1933 う [高根 
5284, RinkiteNMABROLEXICO 
き て Gossner, お a; (OF 


Rinkite | (te és ALE OIE «ot R, 


初め J, Lorenzen jc k V CHAAR a:b- 4 


c= 1-569: 1: 0-292, B= 91°13, と し て 取扱 
Lar, HW. C. Brogger に より て Epidote 
に 開 係 ある も の と し て 取扱 は れ た り 。 著 
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る も 成功 せ そ ざ りき 。 BHMRL To ry 
た り 。 COL fre Kir SH Zoisite 
Ardennite Bi pres F & HERE し, CHE OR 
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p=3-4603-458 k ),2M=1623 に LU-CEE 
位 格 子 中 に 四 分 子 を 含む も の と する と き 「 
M=406 と な り そ の 化 由 式 は 、 

(SiO4JeCCTi, CedF)Cas Na 


Ti:Ce=1:1ic UC ( Dia TINa+F 


=2Ca な る 置換 の 可能 
た Ve CCenlb. -A;, 
高根 
3285, KFeS。 = 
H. i 

KFeSy RU KBiSy a PURRIC Cie b 
SS LUE 1869 年 に RSchneiderje 
ょ より て 報告 され た り , 更に 同氏 は そら K 
を Ag CHR L, &K & Cue cH 


な る と と を GS 
369~374, 1933) 


< CuFeSs O’Daniel, 


PUTCATAVK CuFeSg を 作り 得る こと 


を 報告 そり リ 。 筆者 は KFeS。 ov pHi ih 
を 作り て その 題 微 鏡 下 OM BS MRL, 
BIC PAGER V ME HIER KV CTO 


fe DETR Wee 
Sat, ae - 


a a a 


Se Hh 3(43) - 


4 04144 中 KFeSo の 8 分 子 を 含み , Giebe- 
| Scheibe の 方 法 等 を 用 ひ て その Dsa 品 族 
に 局 す る を 確 め た り 。 之 等 の 計算 に 必要 
| な る 比重 は 比重 媛 法 に ょ り て 2.66 土 0.012 
こと 決定 そり 。 Co を 含め る 溶液 中 に KFe 
1S。 の 閣 品 を 入れ て CoS. 7 ako 
REBEL Ct OMMB RE RY OK 
っ も ゃ の と 一 致す る と と を 確 め たり 。 

CZ. Krist., 86, 192~202, 1933)C 高 根 〕 


BABE RUB 
i 3286, ZERBORAH Voller, K. 
_  Grénland, Disko — Godhayn jc j\ T, 
= Hk th. D DHE BERD 玄武岩 に 海 移し 選 
る 所 ちり 。 BS BAKED 8 OFM BE 
| そり リ り 。 之 を 者 る に 正規 玄武 岩 と 分 解 物 と 
| の 相 達 は 主として , 後者 に laterit Boa 
| の ヽ 存 在 た あり 。 玄武岩 が 熟 水 作 用 に て 
Laterisierung し て か ヽ ひる 赤色 分 解 物 を 成 
せる も の な る ペ べし eCcChem: d. Erde 8, 
25 へ ~44, 1933) CBT 
3287, KammerbihlZKSO1LZRA 
«BASE «Jung, H. 
Eger と Franzensbad と の 中 間 Kamm- 

-erbihl (C$ YRMADEHS VU, この 附近 の 

WAH EWI L, Mo NIC BLS Sf 

HOI IRE OTE BU & ir O, 
42s theralitischen Magma の も ゃ の に 
相 営 そる こと を 見 た り 。 成 分 斑 物 は Oli- 
vin, Augit, Melilith, CGlas), Magnetit, 
nt. Picotit, Nephelin 筆 に Ut, & 
| & OB BOWER Lapilli の Leucit, 
| (braunes Glas), Schlacken . Leucit, Ha-. 


yn ; Bomben : Leucit, Hauyn ; Blécke . 
Hauyn; Basaltische Lava : Biotit 7p Y 5 
MIEABY & UCLA, RFS Vo 
此 等 の 開 係 を 研究 し て , Theralith.!Magma 
より 分 化 現 象 を 論じ た り 。(<Chem: der 
Erde 8, 48~57, 1933 う C 流 邊 新 〕 

3288, Derbyshire, Buxton 附近 の 
Tholeiite 岩 用 Wolverson, F, 

Derbyshire D AIR #& As S Tholeiite 
Aa WRI & FA GABE NT AA ah IC LB AT 
FU, その Tholeiite な る と と を 知れ り 。 
c DO BRYA 1c (x dolomite 及び calcite, k 
りな れる GBD V, Moiese (en 
BERGKY LHRH MRS V, 熱 
WHO ALB ke SMASH, 
ABZAbY 27a Bt BIRO A 
る 右 灰 岩 よ 來 り リリ し も ゃ の な る べし 。 また 
Derbyshire に は 砂岩 の 幸 出 は な きも, こ 
ORD EBV, LAIR A © PRICK SX 
% Mein Cwynyp の Carboniferous Basc- 
ment DAD AIC fi CHD し , Derbyshire 
AIRED FHRV ARAB Y SPlc es Hic 
護 ず る 砂岩 選 の ある べき 事 を 暗示 せり 。 
(Geol Mag. 70,314~422,1933 う C 渡 邊 新 〕 
3289, 石 友 岩 に 移 き 酸 を 作用 ぜ し め れ る 
時 に 生ずる 平行 條 線 Dun, P. H. 

右 灰 岩 及 び 石 灰 岩 を 稀 載 酸 で 1 : 40) 中 
に 短 時 間 ひ た せる 時 に , そ の 表面 に 多く 
の 下 行 條 線 の 現 は る ゝ こと に つき て は 散 
CREO 研究 ある も , 来 だ その iAH] 
に し 得 ず 。 此 等 の 條 線 は 成層 面 ょ と 必然 前 
OBR HSL OIC 非 ず , 叉 右 灰 岩 の 結 
上 品 面 上 に 現 は る ゝ 定 方 位 の 触 像 的 條 線 と 
も 異 り , 之 を 酸 の 中 に 入れ た る 時 の A 


244) ei aie: 


4. #44 


の 位置 に 依 る る も の に UT, 即 液 中 に て 下 
Fic ~ S 面 に は 最も WWE AEC, HEL 
な る 面 に は か すか に の み Hid h, 上面 に 
は 人 く な し 。 酸 に 作用 さる ヽ 時 CO2・ ガ 
ADBED V, Cid HAS) FHI 
lit SWIC O CHM ICS SEM 
Bo TAL ARR © JAB te S ASH «HK 
LS\% AHH OE SS<L_ (Am. 
Journ. Sci, 25, 442 ~446, 1933 )( jesse) 
3290, ii Rhodesia [Ch SBE 
' 有 達 石 - 関 長 岩 の 二 新 産地 Adams, F. D., 
Osborn, F. F. \ 
BRO BH PSA AES Ie 
し て Selmeji PY 40 HOW k VOL o 
te), tho -S UR BA-F SS T- AEA 
し て 北部 Rhodesia の 北東 隅 ょ より 探 集 そ 
る も の な り 。 iH UCH As Hic 500 WER 
た れ り 。 BA OWN & Rosiwal の 方 法 に 
CH Li BIC BEY IK LT BALE 52% 
BRO SEA jy SH 21% Al-segirine 149 
PAL LL aI MAD W227 RHE VS RE 
の 化 重 成分 は また 特異 な る も の に し て , 
Binary Oxide(z 3% ¢ 2b ¢ , Alo Og (tNa.O 
+K,04CaO ょ り 多量 た に し て AlyOsg 
の aegirine Pept D FeoO3 分 子 の 一 部 
分 を 置換 せる も の な らん と 。 MSL 
分 より の Norm と , Mode と は 著しく 《 く 異な 
れ り , と は そら く 交 石 分 子 の 特種 な る 
ROLE (, KMART O 今後 の "研究 
BRIT LURK Y , MARE Ra Ny- 
assaland  Utanjilva 近 《 ®’phonolith の ゐ の 
KLE ROLL, We 500 WEE 
も 隔 た れ どる も , 江 らく W—AAMpsis 
に 審 接 互 に 類似 せる っ の 岩石 感 に 局 せ 


る も の な る べし と ょ と 。 資料 ニニ は APRA, 
BUS Z, pew, BSA, Cancrinite, ee 


fh, HAE SAX Y, CCanadan I Re- 
search, 6, 571~576, 1932) Cy BF) _ 
3291, sHaE UTOMPTIAD 
Bushveld Niggli, P., Lombard, B. 
Aa Ble & AR HA BEE A, (BE 
iid @ Felsit, (C)HRSEME £ 0 PBPEIC B34 
WR OS HER REA 4,CD) 7 2 oY MECH es 
Ic pb (AD BIC CORR 2 REAR 


eye ee 


ao 


Bert ver ee 


ba 


ACT SEM, BOE, 7 2 ERA OE 


eS 3S RHE BER a O SEE aC 


BHO OAR PCV, BH SU CRM 
に 21 ORAM eT O, HOWo Bae 
& & U# 100 oP FALMER KU AE 
FA FARA RE HAZE Vo 本 地域 の 
一 般 地 質 岩 石 的 開 係 は 以前 の 調査 に 依り 
Mic 知ら れ た る も る と 人 居 定 し , 主 と し c 
炊 の 二 間 題 の 解決 を 


att Uo CL) SARE 


ASEH GRO FES 0 _ERIK Se 


VIS ARBRE HDS LP BP, 2) 


SAH ABE ko bikic eh SRE 


Felsit, Granophyr, 花 賠 岩 と の 間 に 如 何 


te BIRD OP. ARMA KY Niggi 値 7 


25M L, SOM RE RO, PICS 
ALOR & % 諸 種 Niggli diagram に 
t& 0 3, 最後 に :Bushveld provinz eH 
て は , EARN BAER IC GE OY , 4E ih A 
生成 な , HERE GSE KU @ SMA 4b 
fH の 途 に ある も の な る 事 を 明 に せ リ 。 
人 答 本 地域 の みな ら ず , ARTABCO 論議 に 引 
用 せる 他 の 地方 に 於 て %, Assimilation は 
MERA OS OIC L-CH ARATE EB AY 
役目 を 演ずる に 止 る も の ゝ 如く 見 ゆ と 結 


抄 5C45) 


Ben o(Sch. Min, Petr. Mitt.,-13,110~ | 
186, 1930) Cray) | 
3292, mlbrus BOBS CHET 
5 Mickey, I. Ja. 
| REIHEM. LCRA, MRE, Het 


ERNIE DUTT, RARO ESAT 0 
LAA BDH e & FFU Loewinson- 
“lessing 氏 の 計算 に 従 へ ば , 1-40 RO. 1 | 
ERO. 667 SiO;, «=3.03, B=35 R20: 
RO=1:145 を 得 , Niggli o## ic#e~ 
EF al=29.41, fm=29-91, c=18-92, alk | 
= 21.77, si= 253-27, h=1-39, k= 0.25, mg | 
§=0-36 c/fm=0-63 q=6618 al-fm=05 
SS rr 
8 OWS LAD LADMIRG & HL 
ec 2% #4 Uc, Loewinson-Lessing 
RU Niggli o fifi % $B L, 2 & Daly の 30 
RTE DH 
= る Loewinsong-Lessing と Niggli {ij 


4 と の 比較 を 行 へ リ 。 Loewinson-Lessing の 
| 値 に て は , 同 兵 の 古き 石英 安山岩 の Typen 
| tormel RHF HUE, 本 Elbtus OF IHR 
Walt Daly 氏 の 30 個 下 均 の 石英 安 岬 岩 
| より ょ うり 近 似 し ,x の み 僅 か に 隔 た れ り 。 
IS Elbrus 石英 安山岩 は 石英 安山岩 の 
BRE SL OLBND Bo Niggli (Hic # 
cit Elbrus @I*B Bit Daly の 380 個 
"mB ICLE L fm 高 し CZbLA., 302~ 
314, 1933) CSF) 

(323, SAAWOR Se MsORaSH 
TAR WH BINZ. 


ha 


APRS Tet is Se Fe FRET 
基 カル 


ンマ 


x 


(2402 DF 1, il 7 HE(2280 2K), 


FF OWA IC fh LC WU B PILAR TL 


BUEN (2521 KK) RU AH © WTA 
AKI L, HARM LOSS S KOE 
(2542 #%) ょ より 成る 三種 の 所 調 somma 

volcano な り o 雌 火 を 山 和 構成 する 岩石 は 主 
i LCIPHO Rl te UT, ipa bandaite 


\ に 相 営 せる も の な る が , 基 他 に EE RD 


EATER GE ICASSP © 4 
ASL LES So JERMEO Als HB 


| YUE o> SEB IC BEN B MRT ER 2 


FEA OFFI) & ~~ BS SADE 
ONT Vo ABCC RS CL SHE A BOE 


AAG te > REL, BB? Pea, & 


atk 


O BRIA SR ARE AT BELG te BAR 
BAAN 4 AD JS HO RT get Be US fy Bi BE 
MARR te S TERA MB A, Pela 
NO 玉 種 類 に た つき, Ripe HR 
OWE & IX 2HO BAMA A 
APA PARIS BLE CRUE VG WSR 
BADE RD, BOO KAA EY, BE 
上 品 の AEB Kay % HEEL, iz & AE 
kU 24% THEO Wt Rae & EL 
HEE RA EE HEA RIF D variation 
diagram % {fj} 0, fic CHL AA 
D HAL BE WK DAS FO WMAE StL SHEL 
YVSEV MEE SHI, MLB RD Ola 
上 に 示す 位置 は , FiBE WR ME KV EE 
上 酸 量 の 低 き 側 な ら ざ る さか ら ず 。 其 の 如 
き 傾向 は AlpO3, KyO, Na50 に は 認め 


| BDSo CIT PAREN PM D pk AL THA 


の 位置 た 止 る を 示せ り 。 然るに mafic Pi 
物 は ある 岩 紫 液 ょ り AICHE So oO 
ょ り , そ の 量 少量 な る 如く 見 ゆ 。 人 知宏 山 岩 
と 石 敵 実 山 岩 は 冷却 時 の 早期 た に 於 て 分 離 
L, 別々 の liquid line of descent] に 従 ひ 


拡 6C46) 


i 46° 


Wrp Lows & Chea, 
575~594, 1933 )C yay BF 

3294, Mouut Royal の 雷 石 - 関 長 岩 及 
pegmatite Finley, F. L, 

Mount Royal の igneus succession 中 一 
COWM 6 BANE HLS 
Jo MMBAARA に 明か に 属す る る も 
の 及び 新 期 健 石 - 関 長 岩 に 明か に BS % 
も の は 各 分 離し て TM SW, HO thik 
載 を る 多 敷 の 型 の 内 了 者 何れ た に か は 属す 
「 べ きも の な らん も , そ を の 開 係 の 明 喉 な ら 
¥$405), 290 2 PA-WRA- 
pegmatite, nordmarkite pegmatite, Soda- 
rich monzonite, syenite 及び shokinite と 
essexite の 中 間 な る porphyry 7-5 kh 
ICME GAOL EIB EY 。 
(Canadian J, Reserch, 2, 231~248, 
1930.) Qi BF3 
3295, —~RAVAWIRR Liatsikas, N. 

1925~1926 年 に 於 け る, Dafni AYER 
BE ic MEL, Georgalas, Réck, 及び 著者 の 三 
KG it FS — DA © REGS IC RT S RAY 
KE RIS LS HE Vo ZL MR 


#9 Kit Santorin 火山 の 1866~1867 の 活 | 


動 に 際 し , # & Lc Georgioskuppe の 周 園 
に 二 次 的 火山 成 生 物 が GARR ty 特に 
WEAR HERE, RIC PS CH LC RAW Vg 


Rittmann は 1930 4B Ic Vesuv DIRT ICH | 


CIF Dt & SPRATT D BE Ae Se SHAR 
L, Ri Kit 1928 4p ic HF B Atma 火山 
ODER IC BR し て る も, 特有 な る 二 炊 的 Boc- 
cken 及び Strome % Wee Y WoO < & 
ye rc Sekundar-vulknismus(z Hc PCM 
ZW LG DS SIRES, FO HEN 


CPS B PRIMERA ELC ONRAR 
Us Ox CASA STAY 
$< -C DERE OWBSICRG Bk VED 「 
SRM MARS BE te SM OM (SLD 


Lik % Y (Zbl, A- 314~315, 1933) 
C 河 野 〕 


2euk SB 


3296, SHRIROWMRE RROD ORR 


Wandke, A. 


著者 は Mexico g*Guanajuato Pil] OPE a 
床 を 久しく BEL, BBR It hypogene — 


deposit OEIC HS, SASF & FPS-vein type yc 


ょ く ・ 見 ちる くも ゃ の に LC, DRE BE 2 0 


7 


小 塊 を 包含 し , HOB, BEAM, carbon= 「 
ate gangue 等 が 規則 正しく band ead. 
HHI LATO RA KO CBD 


し 種々 の 設 を BBeLM, FO 何れ る が 
HOPS Hees, た で 著者 の AM 
せる 如く open fissure & Hj t- L_b AGRA BS 
その solution pressure /¢ k Y Cc vein wall 
REL ONEICMUT CXF IC BRADY & Yh 
WLESLOKSNUL ime VY QCTrans,, 
Am Inst. Min. Met. Eng, 291~304) 
CPSP) : 
3297, ALOR 松坂 特 々 。 

ARGH ICIS B Sz, 銀 , DBE © FE HD Hh 


ARKOAKM & 逃 ぶ れ ば , 金銀 奏 床 は 主 


と し て 第 三 系 , 古 生 大 統 , 石 英 粗 面 岩 , 姿 山 
i ED AGP & FEMA S A DOORBIR HP VC BB 


| す 。 ZEOMIRO 特徴 は , BERRA 敵 


Wi BMC SL. OASOSARIL 
WAAC LC, Ath it 2 RN EY 2D te ¢ , 
ICP S FES WWE ICT SB % OTH 


の 含有 基 多 く , 品位 の 幾 動 中 位 に LC 
ICE RFPS LAL BAKE 
BM EWRICAT 3% OU SORA 

て 高き と と ある る も 銀 の 量 少 な くく 且つ 品位 
PBB L Kir S BM Lo 
 - PSA BUK IE ORAS 
| 有 人 由理 等 の 中 に ある 含 金石 英 脈 より 基 恨 
WMLBTotoOL Man, Za Kk 

」 UCHR bh CHE OBKE IES. B 

AAAS & AICHE 3S PRA IC 
Behe 3 ke Bah eC Ht BT SU 
Shite DOSE ih BE DWE IC RAR 

= を な し て 存在 する も ゃ の に し て , そ の RA 

に は 蛇 紗 岩 及 禁 棋 岩 中 に 微量 の 副 成 分 と し 

有 て 存在 もし ゃ の が ALES, HAE KE 
用 に て 集積 そら れ た る も の な る ご べし 。 本 

| MICS SEMWARKOW, LMAO 

AE, WAR, DERE, Wil > 操業 概況 等 に 

HLTH 5 3 CA ABER, 414~423, 

品 8XC 中 野 

3298, HES MOMREICMT KH 

| 3271 BR. 

3299, West Devon HADSHRK 

© . Barclay,5c. T. 

DRL (HAL basic dyke rock よ 

りり 成 れる 地方 に た 於 て 花 議 岩 の stock あり 。 

PERK cm ostock 近く FAL, その 皇 

HE te SWRA Ele 1h 


AVE AMS 1 LBM OPES SCL a 
et 0 .CRoy. Geol. Soc, Cornwall., 16, 

a 157, :1931., Ref. Metal u, Erz., 59, 392, 
— = 1933)C'R BF) 

a 3300, Oregon Ji] Sampeter SH | 


Fi DBR IC IZ EP | 
FF KHES LAS0 著者 は 更に と の うち に | 


#7C47 


の zonal relation. Hewett, D. F. 

東部 Oregon 州 Sampeter 地方 の 確 床 は 
HEME WES BA 2 HL Lo Hee BC 
せる Serpentin 及 gabbro sc FEFE TS 3 TR 
脈 に し て , と の FRA S MSAK 
脈 は 之 を 3 つの typ? に 分 つっ 事 を 得る と © 
RO, 且つ その 各々 が zonal arrangement | 
REVERS 9 FHC OK OAM 
RSI > & CHI VQ CAm. Inst, 
Min, Met. Eng’, 305, 1931., Ref. Met, n 
Frz. 20, 393, 1933)C 1p BF) 


GB ih ik B 


3301» AOR LEARBHEEOW — 
#8 Porter, W. W. 
California の Casmalia 油田 は 1917 年 日 産 
400~500 橋 の 石油 と 少量 の 水 を 産出 し た 
BY 191846. FIC HV GERRAS% CSET S 
水量 の 増加 を 示し ,1925 4B IC AC ee ES 
井 と な し た り 。 然 る に 基 後 1931 年 に 開 井 
Lk Sic ti] FE OEME & IS. OB te LICK 
Wey IC BIRT SIBNLV, BoA 
は 8~9°A. PI の 比重 を 有 し 水 よ り 宣 き 
% 地下 温度 に 於 で て は 111132 となり , 水 よ 
Y He AMICI TKO LMICHS & © 
tb So MOM, KORA: oh 
RURMDEROE RENT b © & Hee 
ら る くも の な り リ , 即 1) 地下水 は 定 層 位 に 
存する も の に あら すし て , 各 油井 に て 共 
PLE a Bete SH, (QIKO SA (ao HEE 2 BA 
係 な き 事 , (SK o IR hn ld EN OK te Bie 
CWC PRL AS SHV. ULORK 
kU SHH OPH OR RAROM ( BS 
を 得 可 し , 即ち 初め FO 吸出し に よ 


2 


抄 8C48) Ose, 


de a vce 


り CAPAMMIC IST る 一 部 の 石油 及 地 下水 
位 が 上 昇 し 途 に は 水 の 量 を 増し た る も の 
と 合せ ぜ ら れ 其 後 5 ヶ年 間 に 於 て 他 部 の 右 
gh OBS BARES AG @ Fe LIC BRL 7 SD 
Ote Bi LB. Am. A Petrl. Geol, 17, 
1133~+1186, 193390 ASD 

3302, BEAARA KY BORE Syever, 
WF. 

AGW] Rt A PURO ke & BE te S 
MIL UC, Hs ZEOCOE Y meee 
られ た る も の と 推定 せら る 。 HM She 
AIK bomb Hic cMT Se xt BA 
OPAKRE RYE EAE, CO MM 
HEISEI SLOT > RAR iA 
AIC HS Ck BRIS LC % OA WSADE (dk 
moncemolecular Jaw に 従 ふ も の な り 。 PL 
FUpe IKK EAT SL & a Kew Meter 
SHRI, ZEEE molecular rearrengment 
we te L iW FI DEKE AH & REF o fit 
ALE SEO SAEs Ba BS 
HES UL CHK Mls iso-openchain © freq 7k 
素 を 生 ず 。 WWM dete KB I 
1S UC HERE CA SE AE IC STS 7S 
Pic CHUTES LOLI bBo B. 
Am. A, Petrl«Geol., 17, 1251 ~1267 1933) 
GA, 9) 

3303, Shearing pressure に よる 湊 
寄 物 の 油 化 Rand, W. P. 

Shearing pressure に ょ る 湊 青 物 の 油 化 
に 就 い て は , 皮 に Hawley 及 基 他 に よ ょ つて 
RR Dir, その 結論 に よれ ば , Shearing 
を 受け た る も の と , 然 ちら ざる も の と や の 抽 
出 量 は 前 者 が 多少 大 な る も その 量 は 量 
的 に は 重要 に あら ず , Shearing ic k SF 


a 


出 量 の BMLILEAD 難 き も の な り 。 BH 
が 本 研究 に 於 て 行 ひ た る 守 葵 結果 に よれ 
(Cyn AE ECA He 2 Boas Bec kV CHE 
す 可 き ERUERARO 3-0 factor ic 
Bue > Zw x ’oeV 即ち 温度 , 加 
熱 時 間 及 び 有 機 物 の 容積 と 加熱 た より て 
生ずる 直 匠 に 都合 の ょ き 和 孔 度 の 容積 と の 
比 に より て 左右 を ほら る 可 き も の な り リ 。 
CBull. Am. A, Petrl. Geol, 17, 1289~ 
1251, 1933)CAAD 
3304, RAFAH SRD 
の 影響 KN 

LA ORAR LBS 3 ACHE MS 
以西 ょ より 青 森 , 秋田 , 山形 , Bris, Bey 1c HS 
る 石油 地 商 を な り 。 こ と こめ み 右 油 地 常に は 第 
一 期 第 二 期 の 2 回 の 著 し き 地殻 匂 動 が 認 
め ら る 。 第 一 期 地 殻 匂 動 は 越後 の 七 谷 層 
PK DAM RB A LY BV Bi A OF 
TASER AS © HY) ENR EE REAL, 
SCG EER UAE AIC HIME Vo 
ED SLRs BH b SWS Ae 
に ULC2ZE HES, 秋田 , 新庄 , 信越 の 4 に 
分 た る 。 POM AM 2 MRO Ae 
BREN @ iE fl JRE PRAB ARI I< ks U AER - 
(SERB D EAA Reb LS ERE ET 
KV Hi UCR OMB LV CATR 
DRBAE (CSS te S FEE RB Rt DHE S 
LOY CHT ea, 1, 19~26, 
1933)C AAS) 
3335, KDHRBRKROMR 大 橋 良 一 。 
SH (LTA PK AL Hh AIC Me Cake 
Vo この 地方 の 地 臣 系統 を 第 三 系 第 四 系 
に 分 ち , 第 三 系 を 昔 成 統 ( 三 整 に 分 つろ )〕 新 
WEA AL Aaa IS DIK EL a 


ae RP 9C495 


«REM CSMOMAMIC FO), 現代 | の 定義 を MIL, UARGRO INT 


RMOMMORANIK DO) に 分 類 し , 各 選 
の 岩 質 及び 含 油層 の 位置 に 就き て 逃 べ ら 
1 So FAN ARAHE ICRC FRY b HSB 

JN, BU, BM), WMNsSBHbicsd y, wo 
Seo tee rere es 
BRAC eV LE bE Vo 
se RE Hw, 80, 81, 1~17, 1~16, 1933) 
CAA 


ZRRARW 


3206, HLHBBAMOMEIt Sime 
Sosman, R. E. 

ASH lkSosman fe D4 IC > SVR 
DHKROBBE KD VCD C. E, War- 
ren SE Ud LAELIA IC PT SEER RUT 
ルミ = ウム の WH) LBL, iF X Het 
FEC KU Pee br LEB OPEIRIC BA 
F Saye imac Si 及び Al の 結 品 化 
SAAS BIC kU CRB VU, ALD 
W.#H. Taylor iseEMARUAWE 
ORE UBL, EIC ROPE Ic \ SHE 
nA, SERRA RU REA IC ME CH, 更 
KERB L 271 > L OBB RIC MS TX 
EV, AID M. E. Nahmais 氏 は ボー キ 
サイ ト 及 び ム ライ ト と 願 し て 最近 氏 が ボ 
ー キ サイ ト 如 熱 物 に 就き 行 へ る X 線 的 研 
ZOE Ae 述べ た 。(Jour. Amer. Ceram. 
| Soc. 16, 412~422, 1933440) 
—«-3007, ASEM = Mall, F, P, 
oa Insley, H. 
ee oN ey un aera 
作用 を 理解 易 か ら し む 目的 を 以 て , 著 者 
等 は 先 づ 相 律 論 に 於 て 使用 を ら る ・ ト 術語 


ae Ee aE Ne NE ae ee eee ee eA eee 
. i . 7 ° 


Py a pe eee ee 


' 
Ee 


“| 
cor 
a 
C. 
Ye 
f 


8 - > 
: 


at = 


PEE MLUL Lie SK, BEE CI BRED 
dete 3 SG URGE EE I< EE LSB 2 Be 
PRR & EPR A IC AER et Sb 
OAR LLL & EB LB IC 
= RO HHS PREY 9 BIC LA MH 
LHS © PR, = Lc BEL 
RUBBER GUA MCLE 7 1 Heth 
TAYE ISE BEE OS I< ie PE SPR He Hn © 4S IE 
& he L CB Ic ie V。CJourn・ Amer, 

Ceramic Society, 16,459~567, 1933) (747) 
3208, NazCO3-BaCla-KCIR ik 
知 雄 。 

ARH FE (LAGI POSER SHIP HO HS 
Rete Vo HS CaCl2 OMIBBR Uv kAiih 
BAe aD ATIC & VY We LA 927° 963° 
を 決定 せり 。CaClg-NagCOs 系 に は 化合 
fy CaCly-NaCOz を 生じ , これ は “7302C に 
於 て 融解 し 不 混 和 性 の 2 液 相 に 分 離す 。 
CaCl。 及び NasCOs と 本 化合 物 の 間 に 
は 夫々 640° RUE CVC FEMMES Vg 次 
ic CaCl 5-KCl ¥ ice 4h Sy 2 KC1-Cacl, 
% AE, SEAMBK I 6702C な り Y。 本 化合 物 と 
CaCly 及 KCl 間 に は 夫々 655? 及 665°C 
VC HS CIEE BLES 9 SIRT RAG & 
BL MIS VY FP SHRAMBIC K ALI 2 MO 
SOFA L 一 個 の GLAS V, Ip 
分 及び 温度 は 次 表 の 如 Lo 


Sores = Lea 


l3a pe (365°C 542°C 580°C 


Na CO3 50Mol, % 14Mol, % 19Mol. % 
CaCly 0 TT 
KCl 40 -» [29 » (9 =» 


CEM OBZ, 10, 448 ~ 463, ie} SOGH AND 


a tC Yr i TRY DS) a a 
NT PRON Sani if piles Oe Denes aoe km 
a Sra : xX : “3 ith 
= Cy = 


10650) ib ) 鉄 #50 


i 
石 it: 

3209, GRREOMB (VI) Gray- 

King assay CUS 2—-WRORD 

(Liquor OR Brewin, W., Mott, 

R. A. 

Gray-King assay に 於 て ター を 及び 水 
分 の 分 離 方 法 を 改良 する も の な り リ 。 MS 
液体 捕 集 管 Liquor tube) を 繰り 返し , 7 
ョ ョ ホルム に て 幅 理 し, 油性 物質 即 ち タ 
ー ル を クロ ロホ ルム 液 と し て 分 離し , 更 
に 水分 Liquor) 深 中 に 残れ る クロ ョ ロロ ホル 
dD RU ICC 70°C に 30 FRC ERE 
Bz He CIM UBB UCKT We 
LZE A OMKARK VRRLA HVE 
測定 する に あり 。 MIB BKLAE 
E> SPRAMIEL & VICRMMEE SKA 
CaCly ic CHAO Wn ¢ HSE L eRe Bi 


3911, MAE ICT BROMHCER 
す SER=ZES Dawe. A., Potter. N. M. 
ea 3s APRA BLE “ Caseade ” 
Sampler o Hise, 使用 方 法 及び と の 装置 に 
ょ り 多 量 の 石炭 より 分 別 せ る 各部 分 の 灰 


な り 。CFuel, 12, 313~319, 1933) (#83 5) 
3212, SROME & FMA LORIE 


BAS SHICEO 1) Miller, W. J., 
Jandl, E. 


WAROM RE MAT SIC BR ie OR 
Vb FIC BEEBE © (EBL, % © CO2 IC By 
する 斉 元 性 を 測定 そり 。 試 笠 石 炭 は Wi- 
ener Gaswerk DUR Apelc C, Hine OTE 
條 件 は 大 別 し て 二 種 類 と する を 得 べ さじ 。 
— 2 (2 Rd (ERE E CAMBS S HH IC 
て 焼成 す る 方 法 に て , 他 は 常温 ょ り 100° 
/10 min OSE RIC -C (PRUE EC LAE 


ども の と す 。 (Fuel, 12, 239~242, 1933) 
Cie 5 

3910, Gray-King assay (“BITS 
—RURKF Liquor) OWE (HET 
King, J. G. 

Brewin 及び Mott FP RAS [Hie Elk O 

PEE 6 IC BSC Gray-King assay に 於 け 

る ター を 及び 水分 の 測定 方 法 を 不正 確 な 
VELCKRELBRLERE OICHL 
HG LELOM KA 試み た る Peal Gray- 
King の 分 離 法 は 著者 の 制定 そる 標準 法 に 
非 ざ る た め に 誤認 を 生じ たり と な し , 同 
assay 施行 者 は Fuel Reserch Technical 
Paper C#L L& SEREEGC RU DICER 
すべ き な り と 逃 べ た り 。CFuel, 12, 293, 
1933) CH 52) 


し ゅ 一 定時 間 焼 成す SHRI Yo 
か くく MOORE CHER S BER be 
© (a EAE IC HELA) & STO & OBA Hla 


ROM し 。 


作成 骨 度 , 作成 時 間 及 び 層 元 性 間 の の 


珍 は 作成 方 法 に ょ り 著 し き 差 を 生 ず 。 大 
TKD VAI (LIC NF AHN Lo 

FE RYE EG Ft (ERE RUE © Sta ME IS 
及ぼ ほす 影響 転 徴 に て , 温度 高き FAIR 
長き 宴 避 元 性 を 減 ず 。 

作成 方 法 の 影響 は 特に 重大 に し て 徐々 
(CAMBER S PRP O WETOVE (oh A HMRC 
ょ り 焼 成 を る も の より 常に 大 な り 。 
(Brennstoff-Chem. 14, 341~347, 1933.) 
(鶴見 〕 


FASE A の 空間 面 を RL, COMB - 


分 量 を 測定 し 装置 の 機能 を 吟味 そる も ゃ の | 


8-1-8 3 At we On De De HR 
sf &. ko 
, 2k HT Wm 凛 
SERGE PRA AK 純一 MHRA 
ERE EK XP BHEE 高根 勝利 
書 王 任 AA FR 
本 @ Boma) 
PA MO AR GE 小川 ih | 大 井上 義 近 大村 a 
Wil $B 金原 (9 tm 武夫 EIR OR 
杉本 五十鈴 OS HE WPRS= ik RR PHAR 
BHR ek 武 保科 EROS KOE 松山 基 秀 
松原 SF KARR SEES on eee 
oad ay ry 
上 田 潤一 iis 。 河野 2 RRS OA Oe 
高橋 純一 高根 勝利 鶴見 志津 夫 中野 fe 根本 OR 
AK RS HA 28 PER ORK 
aN A @ iA Pf 
Pe ee A AAG A A 
Wi te — 3 Ae AA AT De 
eB 2 Se 
ASA 高 利 
ase REE IS a cesttik 882.5%) 
(2a TH HCA ik A A shoes RoR 
pan REe | FT ER SA < 前 納 ) 
BARRE H xe KR F ee 2 
AN 2 TH Bd a My 
Ep oll 者 FURSVR GS ik i EG 


Meth BERGE TS 
鈴 木 Ff R 


ep 届 所 
Mee Ti BERET AL 
HE Ab ED hil) HR KS ik: 


電話 2878 8608 


GRIME 1 5 ® 
OR ABR AAT = TATA a 


a 27 - :) 


aE CRS 
生 ヶ 年 分 36H) 6 3: [BI 3 0 £8 
ー ヶ 年 分 RK 
ABASEH 普通 頁 
御 年 以上 連載 は 4 割引 
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